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『
教
行
信
証
』
の
書
写
と
異
同
 

　――「
御
自
釈
」
を
中
心
に
――
 

冨
　
島
　
信
　
海
 

は
じ
め
に
 

令
和
五
年
（
二
〇
二
四
）
は
浄
土
真
宗
の
立
教
開
宗
八
百
年
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
五
十
年
ぶ
り
の
慶
讃
法
要
を
迎
え
る
。
親
鸞
聖
人

が
後
半
生
を
か
け
て
書
き
あ
げ
た
『
教
行
信
証
』
は
、
八
百
年
に
及
ぶ
長
い
時
間
の
中
で
多
く
の
人
々
に
読
み
継
が
れ
て
き
た
歴
史
で

も
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
義
を
問
い
直
す
機
縁
と
も
い
え
よ
う
。
幸
い
に
し
て
そ
の
大
部
分
が
残
存
す
る
自
筆
の
坂
東
本
（
真
宗
大
谷
派

蔵
）
を
中
心
と
し
て
、
我
々
の
手
許
に
届
く
ま
で
に
数
多
の
「
書
写
」
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
行
為
の
実
態
を
考
察
す
る
こ
と

は
、『
教
行
信
証
』
が
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
人
々
が
『
教
行
信
証
』
を
ど
う
書
き
写
し
、
ど
う
読
み
、
ど
う
伝
え

て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
と
思
う
。 

『
教
行
信
証
』
は
、
書
写
や
出
版
な
ど
を
通
し
て
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
流
通
・
伝
持
の
初
期
と
も
い
え
る
中
世
に

成
立
し
た
諸
本
間
に
は
、
少
な
か
ら
ず
相
異
が
見
ら
れ
る
。
書
写
本
の
成
立
や
伝
授
の
場
と
な
っ
た
本
願
寺
に
お
い
て
も
、
調
巻
や
形

態
、
文
体
な
ど
を
異
に
す
る
数
種
の
本
が
製
作
さ
れ
、
諸
文
が
併
存
す
る
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
と
そ
の
原
因
を
探
り
、
そ

の
意
味
を
考
え
る
の
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、『
教
行
信
証
』
の
書
誌
学
的
な
い
し
文
献
学
的
研
究
が
盛
ん
と
な
っ



た
近
代
以
降
に
公
刊
さ
れ
た
翻
刻
・
写
真
を
活
用
し
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
本
文
の
「
書
写
」
と
「
異
同
」
の
把
握
を
行
う
。
こ
れ

を
『
教
行
信
証
』
の
中
核
を
な
す
「
御
自
釈
」
を
対
象
と
し
て
行
い
、
聖
教
の
同
一
箇
所
に
お
い
て
同
時
あ
る
い
は
同
所
に
異
文
や
異

読
が
存
在
す
る
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
た
の
は
、
中
世
に
お
い
て
は
本
文
を
保
存
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
書
写
者
に
よ
る
考
証
を
経
て

形
成
さ
れ
た
内
容
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
保
存
さ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
書
写
行
為
の
意
味
を
考
え

て
み
た
い
。 

一
、『
教
行
信
証
』
研
究
の
進
展
と
本
研
究
の
課
題
 

近
代
以
降
、『
教
行
信
証
』
の
古
本
調
査
や
複
製
本
・
影
印
本
の
公
刊
が
行
わ
れ
、
書
誌
学
的
研
究
が
進
展
し
た
。
従
来
は
限
ら
れ

た
者
の
み
が
閲
覧
を
許
さ
れ
る
環
境
で
あ
っ
た
が
、
資
料
公
開
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
者
が
研
究
に
参
画
し
、
次
第
に
『
教
行
信
証
』

諸
本
の
成
立
や
系
統
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
平
成
期
に
は
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
忌
（
二
〇
一
一
年
）
を
機
縁
と
し
て
、
坂

東
本
と
西
本
願
寺
本
（
本
派
本
願
寺
蔵
）
の
カ
ラ
ー
複
製
本
が
そ
れ
ぞ
れ
製
作
さ
れ
た
が
、
坂
東
本
の
修
復
時
に
見
つ
か
っ
た
角
点

は
、
墨
書
と
朱
書
と
の
間
を
つ
な
ぐ
時
期
の
親
鸞
自
身
に
よ
る
書
き
入
れ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
今
後
の
『
教
行
信
証
』
研
究
に
お
い
て

も
重
要
な
発
見
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る（

1
）。
そ
の
後
も
古
写
本
・
刊
本
の
画
像
公
開
が
行
わ
れ
て
い
る（

2
）。 

こ
う
し
た
研
究
の
進
展
を
受
け
て
本
研
究
で
課
題
に
し
た
い
の
が
、「
諸
本
を
ど
う
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
の
差
異
を
ど
う
捉
え
る

か
」、
言
い
換
え
れ
ば
、「
多
様
性
を
い
か
に
考
え
る
か
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
古
写
本
の
状
態
は
一
つ
ひ
と
つ
異
な
り
、
製
作
の
動
機

も
異
な
り
、
筆
跡
も
文
体
も
文
字
も
多
様
で
あ
る
。
付
加
・
抹
消
・
補
訂
・
註
記
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
に
施
さ
れ
、
独
自
の
情
報
を
有
し

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
態
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
を
知
る
た
め
に
は
、
近
年
の
研
究
環
境
を
十
分
に
生
か
し
た
方
法
を
取
る

べ
き
で
あ
っ
て
、
前
時
代
資
料
・
同
時
代
資
料
を
い
か
に
有
効
に
用
い
る
か
が
要
求
さ
れ
る
。 
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昨
今
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
SAT2018）
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
公

開
、
各
研
究
機
関
に
よ
る
史
資
料
の
画
像
公
開
や
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
検
索
サ
イ
ト
（
JAPAN SEARCHな
ど
）
の
開
発
な
ど
が
急
速

に
行
わ
れ
、
仏
教
典
籍
に
関
す
る
研
究
環
境
が
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
原
典
資
料
・
周
辺
資
料
を
含
め
た

史
資
料
の
並
置
、
文
字
・
用
語
単
位
で
の
検
索
や
デ
ー
タ
処
理
の
便
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
る
文
献
間
の
比
較
が
可
能
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
、『
教
行
信
証
』
や
親
鸞
真
蹟
が
様
々
な
形
で
公
開
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
ま
た
重
要
な
研
究
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
近
年
の
資
料
や
情
報
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
な
ど
の
動
向
は
、『
教
行

信
証
』
や
親
鸞
著
述
に
関
す
る
分
析
の
精
緻
さ
を
高
め
、
ま
た
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

一
方
、
文
献
間
の
関
連
性
・
共
通
性
へ
の
着
目
が
高
ま
る
こ
と
で
、
差
異
性
の
議
論
が
等
閑
視
さ
れ
る
危
険
性
も
孕
ん
で
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
「
書
写
と
異
同
」
と
銘
打
っ
て
、「
多
様
性
を
い
か
に
考
え
る
か
」
を

課
題
と
し
た
の
で
あ
る
。 

本
研
究
の
よ
う
に
諸
本
を
扱
う
場
合
、
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
翻
刻
」
で
あ
ろ
う
。
主
と
し
て
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
近
代
学
問
の
方
法
や
成
果
は
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
研
究
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、「
大
蔵
経
」
や
「
聖
典
」「
全
書
」
な
ど
と

い
う
形
と
な
っ
て
世
に
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
編
纂
過
程
で
行
わ
れ
て
き
た
の
は
、
原
本
に
遡
る
こ
と
、
そ
し
て
、
校
訂
と
い
う
作
業

に
よ
っ
て
正
確
な
本
文
を
製
作
す
る
こ
と
で
あ
る（

3
）。
あ
る
書
物
の
一
群
に
お
い
て
信
頼
た
り
得
る
一
本
（
底
本
）
を
基
礎
と
し
、
諸
本

（
対
校
本
）
を
照
合
し
て
誤
字
な
ど
を
訂
正
す
る
こ
と
で
、
本
文
が
確
定
さ
れ
る
。
確
定
さ
れ
た
本
文
に
よ
っ
て
誤
読
を
防
い
で
「
正

し
く
読
む
」
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
校
註
（
異
文
・
異
読
資
料
）
な
ど
を
通
し
て
、
豊
か
な
諸
本
情
報
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
本
文
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
「
深
く
読
む
」
こ
と
も
可
能
と
な
る
。「
翻
刻
」
は
本
文
研

究
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基
盤
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
享
受
で
き
る
恩
恵
は
甚
だ
大
き
い
。 

「
翻
刻
」
が
有
す
る
「
利
便
性
」
と
い
う
有
意
な
特
徴
を
活
か
す
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
が
立
て
ら
れ
翻
刻
が
行
わ
れ
て
き
た
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が
、「
翻
刻
」
に
は
必
ず
限
界
が
伴
う
。
誤
字
は
な
ぜ
誤
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
の
か
。
な
ぜ
異
体
字
が
用
い
ら
れ
た
の
か
。
こ
れ
ら
は

「
翻
刻
」
に
反
映
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
訓
点
の
相
異
を
示
す
場
合
、
校
合
本
（
対
校
本
）
を
増
や
せ
ば
増
や
す
ほ
ど
、
異

な
る
文
字
や
読
み
が
生
じ
る
。
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
を
拾
っ
て
い
く
と
な
れ
ば
、「
翻
刻
」
の
紙
数
は
際
限
な
く
増
え
、
紙
面
が
煩
瑣

と
な
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
未
知
の
諸
本
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
散
佚
本
は
参
照
で
き
な
い
。
こ
う
し

た
課
題
を
認
識
し
た
上
で
、「
翻
刻
」
と
公
開
資
料
を
組
み
合
わ
せ
、
中
世
写
本
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

中
世
写
本
に
お
け
る
課
題
を
考
え
る
た
め
に
、
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
親
鸞
八
十
四
、
五
歳
こ
ろ
の
真
筆
『
西
方
指
南

抄
』
六
冊
（
高
田
派
専
修
寺
蔵
）
で
あ
る
。
ま
ず
、
各
冊
の
奥
書
は
、
書
写
と
校
合
の
年
時
が
入
り
乱
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る（

4
）。
現

代
で
あ
れ
ば
、
第
一
冊
か
ら
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
常
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
奥
書
は
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
順
と
な
っ

た
の
か
。
書
写
実
態
に
つ
い
て
の
第
一
の
問
い
が
生
じ
る
。
次
に
、
本
文
を
眺
め
て
み
れ
ば
、
朱
に
よ
る
右
左
訓
が
多
く
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
。
特
に
漢
文
引
用
文
に
付
さ
れ
た
そ
れ
は
、
単
な
る
文
字
単
位
の
読
み
で
は
な
く
、
節
や
文
章
単
位
で
の
異
読
を
同

じ
紙
面
に
示
し
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
る（

5
）。
な
ぜ
複
数
の
読
み
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
に
第
二
の
問
い
が
生
じ
る
。
さ
ら

に
、
第
六
冊
（
巻
下
末
）
の
「
法
語
（
念
仏
大
意
）」
に
引
用
さ
れ
る
法
照
『
五
会
法
事
讃
』
は
、
い
ず
れ
も
親
鸞
真
筆
の
『
教
行
信

証
』
行
巻
、『
唯
信
鈔
文
意
』、『
見
聞
集
』
に
も
引
用
・
書
写
さ
れ
る
が
、
字
音
の
有
無
、
訓
読
の
相
異
な
ど
が
見
ら
れ
、
一
つ
と
し

て
同
じ
も
の
は
な
い（

6
）。
同
一
文
で
あ
っ
て
も
、
親
鸞
自
身
が
複
数
の
読
み
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
二
つ
な
い
し
三
つ
の
問
い
は
、
中
世
書
写
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
従
来
求
め
ら
れ
て
き

た
諸
本
系
統
と
は
異
な
る
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
「
中
世
に
お
い
て
は
一
通
り
に
定
め
な
い
あ
り
方
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ

を
本
研
究
の
作
業
仮
説
と
し
、
あ
る
特
定
の
時
代
に
ど
の
よ
う
な
「
本
文
」
が
存
在
し
て
い
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
こ
の
仮
説

の
是
非
を
検
証
し
、
そ
の
理
由
に
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
研
究
と
し
て
は
、
特
に
第
二
の
問
い
に
着
目
し
て
議
論
を
進
め
て
い

き
た
い
。 
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二
、「
御
自
釈
」
を
検
討
す
る
意
味
 

以
上
の
課
題
に
対
し
て
、
本
研
究
で
は
『
教
行
信
証
』
の
「
御
自
釈
」
を
対
象
と
し
て
諸
本
の
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
先
に
示
し
た

作
業
仮
説
の
是
非
を
問
い
た
い
。
な
ぜ
「
御
自
釈
」
に
設
定
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
の
主
た
る
理
由
は
親
鸞
自
身
の
作
で
あ
る
こ
と

に
よ
る
。『
教
行
信
証
』
は
大
部
分
が
引
用
文
か
ら
な
る
。
そ
の
た
め
親
鸞
以
降
の
書
写
者
・
校
合
者
に
と
っ
て
は
、
引
用
原
典
（
経

論
釈
）
を
入
手
す
れ
ば
「
校
合
」
や
「
訂
正
」
が
可
能
で
あ
る（

7
）。
他
方
「
御
自
釈
」
に
限
っ
て
は
、
伝
授
者
に
よ
る
「
口
伝
」
を
除
け

ば
、
諸
本
校
合
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
書
写
本
作
成
時
以
前
に
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
本
に
限
定
さ
れ
、
書
写
時
点
で
存

在
し
う
る
『
教
行
信
証
』
以
外
に
よ
る
影
響
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
書
写
者
が
親
鸞
の
文
を
ど
う
読
み
、
ど
う
書
写
し

た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、「
御
自
釈
」
を
対
象
と
し
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

『
教
行
信
証
』
の
歴
史
的
展
開
に
お
い
て
は
、
書
写
、
出
版
、
延
書
、
正
信
偈
別
出
、
軸
装
の
抄
出
文
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ

る
が
、「
御
自
釈
」
も
主
要
な
あ
り
か
た
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
古
く
は
存
覚
の
頃
に
別
行
本
が
製
作
さ
れ
た（

8
）。
江
戸
期
以
降
は
版
本
や

「
御
自
釈
」
を
対
象
と
す
る
註
釈
書
が
製
作
さ
れ
て
き
た
が
、「
御
自
釈
」
の
範
囲
は
判
者
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る（

9
）。
そ
こ
で
、「
御
自

釈
で
は
な
い
も
の
」
と
対
比
す
る
こ
と
で
検
討
範
囲
を
定
め
た
い
。 

書
物
と
し
て
の
『
教
行
信
証
』
を
成
り
立
た
せ
る
要
素
と
し
て
は
、
料
紙
と
そ
こ
に
記
さ
れ
た
書
き
入
れ
が
あ
る
。
書
き
入
れ
の
内

容
は
、『
教
行
信
証
』
の
場
合
、
外
題
、
標
挙
・
標
列
、
内
題
、
撰
号
、
本
文
、
尾
題
、
奥
書
な
ど
を
主
と
し
、
本
文
に
付
随
す
る
も

の
と
し
て
、
訓
点
、
註
記
、
補
記
、
声
点
、
合
点
、
貼
紙
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
、
引
用
文
が
大
部
分
を
占
め
、
引
用
文
そ
れ
ぞ
れ
に

は
導
入
部
に
書
名
・
人
師
名
や
願
名
、「
言
」「
曰
」「
云
」
な
ど
の
引
文
導
入
語
、
引
用
中
途
や
引
用
後
に
は
「
乃
至
」
や
「
已
上
」

な
ど
の
引
文
指
示
語
が
あ
る
。
そ
し
て
各
巻
冒
頭
や
引
用
文
の
前
後
、
結
び
な
ど
に
親
鸞
自
作
の
私
釈
で
あ
る
「
御
自
釈
」
が
並
べ
ら



れ
る
。 

書
き
入
れ
の
実
際
に
つ
い
て
、
例
と
し
て
西
本
願
寺
本
第
一
冊
（
総
序
・
教
巻
）
を
見
て
み
よ
う（

10
）。 

・
外
題
　
　
　
　
「
顕
浄
土
真
実
教
文
類
一
」（
題
簽
、
蓮
如
筆
） 

・
旧
表
紙
見
返
　
「
大
阿
弥
陀
経
…
…
帛
延
三
蔵
訳
」 

・
内
題
　
　
　
　
「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
序
」（
総
序
） 

・
本
文
　
　
　
　
「
竊
以
難
思
…
…
所
獲
得
矣
」（
総
序
） 

・
標
挙
　
　
　
　
「
大
無
量
寿
経
真
実

浄
土
真
宗
之
教
」 

・
標
列
　
　
　
　
「
顕
真
実
教
一
…
…
顕
化
身
土
六
」 

・
内
題
　
　
　
　
「
顕
浄
土
真
実
教
文
類
一
」（
教
巻
） 

・
撰
号
　
　
　
　
「
愚
禿
釈
親
鸞
集
」（
教
巻
） 

・
本
文
　
　
　
　
「
謹
按
浄
土
…
…
教
也
応
知
」（
教
巻
） 

・
尾
題
　
　
　
　
「
顕
浄
土
真
実
教
文
類
一
」（
教
巻
） 

・
標
挙
　
　
　
　
「
大
無
量
寿
経
真
実

浄
土
真
宗
之
教
」 

・
標
列
　
　
　
　
「
顕
真
実
教
一
…
…
顕
化
身
土
六
」 

西
本
願
寺
本
第
一
冊
の
本
文
は
「
竊
以
難
思
…
…
所
獲
得
矣
」（
総
序
）
と
「
謹
按
浄
土
…
…
教
也
応
知
」（
教
巻
）
の
二
箇
所
で
あ

る
。
そ
の
「
教
巻
」
の
本
文
を
西
本
願
寺
本
（『
縮
刷
本
』
一
三
〜
二
二
）
の
改
行
に
従
っ
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

①
「
謹
按
浄
土
…
…
教
行
信
証
」 

②
「
夫
顕
真
実
…
…
出
世
大
事
」 

③
「
大
无
量
寿
経
言
」 
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④
「
今
日
世
尊
…
…
問
威
顔
乎
」 

⑤
「
阿
難
白
仏
…
…
問
斯
義
耳
」 

⑥
「
仏
言
善
哉
…
…
无
能
遏
絶
上已
」 

⑦
「
无
量
寿
如
来
会
言
」 

⑧
「
阿
難
白
仏
…
…
如
是
之
義
上已
」 

⑨
「
平
等
覚
経
言
」 

⑩
「
仏
告
阿
難
…
…
普
聴
諦
聴
上已
」 

⑪
「
憬
興
師
云
」 

⑫
「
今
日
世
尊
…
…
即
如

之
徳
来

上已
」 

⑬
「
爾
者
則
此
…
…
教
也
応
知
」 

西
本
願
寺
本
の
教
巻
本
文
は
改
行
に
よ
っ
て
十
三
段
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
③
⑦
⑨
⑪
は
引
用
に
あ
た
っ
て
の
書
名
と
引
文
導

入
語
（「
言
」「
云
」）
で
あ
り
、
続
く
④
⑤
⑥
⑧
⑩
⑫
が
引
用
本
文
（
引
文
指
示
語
「
已
上
」
を
含
む
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
い
た

①
②
⑬
が
「
御
自
釈
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

本
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
手
順
を
経
て
、
本
文
の
う
ち
引
用
文
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
字
句
等
を
除
い
た
親
鸞
自
作
の
文
を
「
御

自
釈
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
、
行
格
な
ど
の
書
写
本
の
特
徴
に
注
意
し（

11
）、『
聖
典
全
書
』
や
『
浄
土

真
宗
聖
典
（
註
釈
版
）』（
以
下
『
註
釈
版
』）
な
ど
を
参
考
に
し
て
そ
の
範
囲
を
定
め
た
。
そ
の
た
め
、「
御
自
釈
」
中
に
は
い
く
つ
か

の
引
用
文
や
所
釈
の
文
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
教
巻
・
信
巻
の
冒
頭
お
よ
び
化
身
土
巻
の
末
尾
に
は
そ
れ
ぞ
れ
総
序
・
別
序
・
後
序
が

置
か
れ
、
行
巻
末
に
は
正
信
偈
が
あ
る
が
、
本
文
の
異
同
を
確
認
す
る
本
研
究
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
も
対
象
と
し
た
。
な
お
、

表
記
に
あ
た
っ
て
は
、
総
序
・
教
・
行
・
正
信
偈
・
別
序
・
信
・
証
・
真
仏
土
・
化
身
土
・
後
序
の
十
に
区
分
し
、
さ
ら
に
諸
文
に
つ
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い
て
は
、
中
世
写
本
に
お
い
て
は
区
切
り
を
つ
け
づ
ら
い
た
め
、
読
解
の
便
に
勝
れ
た
『
註
釈
版
』
所
収
本
の
句
点
を
単
位
と
し
て
一

文
と
み
な
し
、
偈
文
で
構
成
さ
れ
る
正
信
偈
に
つ
い
て
は
二
句
を
一
文
と
み
な
し
た
。『
註
釈
版
』
に
お
け
る
「
御
自
釈
」
の
文
数
を

示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

　
　
総
序
　
一
五
文
　
　
　
教
巻
一
〇
文
　
　
　
行
巻
　
　
一
四
六
文
　
　
　
正
信
偈
　
　
六
一
文
　
　
　
別
序
　
八
文
 

　
　
信
巻
一
八
二
文
　
　
　
証
巻
二
九
文
　
　
　
真
仏
土
巻
　
三
二
文
　
　
　
化
身
土
巻
二
二
七
文
　
　
　
後
序
三
六
文
 

次
に
、「
御
自
釈
」
を
検
討
す
る
た
め
の
諸
本
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
三
本
（
坂
東
本
・
西
本
願
寺
本
・
専
修
寺
本
）
な
ど
影

印
や
翻
刻
が
世
に
出
さ
れ
て
い
る
も
の
を
基
準
と
し
、
本
研
究
で
は
特
に
本
願
寺
の
宗
主
が
製
作
に
関
わ
り
、
本
願
寺
に
伝
わ
っ
た
諸

本
を
対
象
と
し
た
い
。
時
間
と
空
間
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
代
に
お
い
て
併
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
『
教
行
信
証
』
の

「
御
自
釈
」
が
い
か
に
書
写
さ
れ
た
の
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
本
派
本
願
寺
蔵
の
次
の
三
本
で
あ
る
。 

第
一
に
西
本
願
寺
本
（
六
巻
六
冊
）
で
あ
る
。
古
来
真
蹟
本
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
に
坂
東
本

を
臨
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
願
寺
に
お
い
て
『
教
行
信
証
』
の
伝
授
に
も
用
い
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る（

12
）。 

第
二
に
存
如
授
与
本
（
六
巻
八
冊
）
で
あ
る
。
宝
徳
二
、
三
年
（
一
四
五
〇
│
五
一
）
に
書
写
さ
れ
、
加
賀
光
徳
寺
の
釈
性
乗
に
授

与
さ
れ
た
一
本
で
あ
る
。
本
願
寺
第
七
代
存
如
・
第
八
代
蓮
如
の
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
存
如
・
蓮
如
両
筆
本
と
も
称
さ
れ
て
き
た（

13
）。

本
願
寺
系
八
冊
本
の
一
つ
で
あ
り
、
江
戸
期
以
降
の
刊
本
な
ど
に
も
影
響
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

第
三
に
善
如
延
書
本
（
延
書
十
七
冊
）
で
あ
る
。
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
に
本
願
寺
第
四
代
善
如
が
書
写
し
、
釈
成
信
に
授
与
し

た
一
本
で
あ
る
。
重
見
一
行
に
よ
れ
ば
、
延
書
本
は
坂
東
本
の
成
立
過
程
を
知
る
う
え
で
重
要
な
手
掛
か
り
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
十
七
冊
本
の
系
統
は
、
坂
東
本
初
期
の
漢
文
底
本
よ
り
延
書
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る（

14
）。 

こ
れ
ら
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
本
願
寺
と
い
う
時
空
間
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
坂
東
本
や
専
修
寺
本
（
高
田
派
専
修
寺
蔵
・
真
仏
書
写
本
）
な
ど
の
諸
本
も
参
照
す
る
。
な
お
、
以
後
の
検
討
で
各
本
の
該
当
箇
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所
を
示
す
場
合
は
、
西
本
願
寺
本
は
『
本
願
寺
蔵
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
縮
刷
本
』
上
下
（
以
下
『
縮
刷
本
』）、
存
如
授
与
本

は
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
三
四
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
『
善
本
叢
書
』）、
善
如
延
書
本
は
『
浄
土
真
宗
聖
典
（
原
典
版
）』

（
以
下
『
原
典
版
』）、
ま
た
坂
東
本
は
『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
一
・
二
（
以
下
『
真
蹟
集
成
』）、
専
修
寺
本
は
『
専
修
寺
本
顕

浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
上
下
（
以
下
『
専
修
寺
本
』）
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
書
名
は
省
略
し
て
括
弧
内
に
頁
数
を
示
す
。 

三
、
校
異
の
概
観
―『
聖
典
全
書
』『
原
典
版
』
を
基
準
と
し
て
―
 

聊
か
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
感
が
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
実
作
業
に
移
ろ
う
。
ま
ず
は
前
節
で
示
し
た
区
分
に
基
づ
き
、
上
記
諸
本

を
収
載
す
る
『
聖
典
全
書
』
お
よ
び
『
原
典
版
』
を
参
考
に
、「
御
自
釈
」
に
お
け
る
諸
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。 

『
聖
典
全
書
』
第
二
巻
所
収
本
は
、
底
本
を
◎
坂
東
本
と
し
、
○甲
西
本
願
寺
本
・
○乙
専
修
寺
本
・
○丙
存
如
授
与
本
お
よ
び
○丁
本
願
寺

蔵
版
本
を
対
校
本
に
用
い
る
。『
聖
典
全
書
』
で
は
、
坂
東
本
の
損
傷
が
激
し
い
総
序
か
ら
教
巻
の
前
半
部
に
か
け
て
は
上
段
で
坂
東

本
、
下
段
で
西
本
願
寺
本
お
よ
び
そ
の
他
校
本
の
校
異
を
示
す
上
下
二
段
で
本
文
が
示
さ
れ
、
以
降
は
底
本
に
対
す
る
校
異
が
脚
註
に

示
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
概
算
で
は
あ
る
が
、「
御
自
釈
」
の
校
異
は
左
仮
名
の
校
異
が
最
も
多
く
三
二
八
、
本
文
四
一
、
註
記
三
六
、

補
記
二
九
、
訂
記
・
抹
消
二
四
、
右
仮
名
二
四
と
続
く（

15
）。
同
書
の
凡
例
お
よ
び
本
文
の
校
註
か
ら
、
試
み
に
諸
本
「
御
自
釈
」
の
異
同

を
窺
え
る
本
文
の
校
異
内
容
を
分
類
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

　
　
・
文
字
の
相
異
―
―
本
文
（
文
字
の
相
異
・
追
加
等
）、
右
仮
名
（
重
要
な
も
の
）、
左
仮
名
、
返
点（

16
） 

　
　
・
書
き
入
れ
―
―
―
補
記
（
本
文
に
対
す
る
書
き
入
れ
）、
註
記
（
本
文
に
対
し
て
記
さ
れ
た
註
）、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訂
記
（
本
文
に
対
す
る
訂
正
の
補
記
）、
抹
消
（
文
字
が
消
さ
れ
て
い
る
も
の
） 

　
　
・
そ
の
他
―
―
―
―
原
本
の
状
態
に
関
す
る
こ
と
、
湮
滅
・
欠
失
な
ど
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次
に
、『
原
典
版
』
所
収
本
は
、
漢
文
本
と
延
書
本
の
上
下
二
段
で
あ
る
。
上
段
は
底
本
を
◎
西
本
願
寺
本
と
し
、
対
校
本
に
○甲
坂

東
本
・
○乙
専
修
寺
本
・
○丙
存
如
授
与
本
・
○丁
大
正
蔵
な
ど
引
用
原
典
、
下
段
は
◎
善
如
延
書
本
を
底
本
と
し
、
対
校
本
に
○甲
蓮
如
延
書

本
（
本
派
本
願
寺
蔵
）
が
用
い
ら
れ
る
。
上
段
の
漢
文
本
に
お
い
て
は
、
存
如
授
与
本
を
除
い
て
右
仮
名
も
校
異
対
象
と
さ
れ
、
鎌
倉

三
本
の
訓
読
の
相
異
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
記
に
準
じ
て
「
御
自
釈
」
に
お
け
る
校
異
を
概
算
す
れ
ば
右
仮
名
五
九
一
、
左

仮
名
二
五
五
、
本
文
八
七
、
訂
記
・
抹
消
四
六
、
補
記
三
七
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
分
類
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

　
　
・
文
字
の
相
異
―
―
本
文
（
文
字
の
相
異
・
追
加
等
）、
右
仮
名
（
全
て
）、
左
仮
名
、
返
点
（
訓
読
が
変
化
す
る
も
の
の
み
） 

　
　
・
書
き
入
れ
―
―
―
補
記
（
本
文
に
対
す
る
書
き
入
れ
）、
註
記
（
本
文
に
対
し
て
記
さ
れ
た
註
）、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訂
記
（
本
文
に
対
す
る
訂
正
の
補
記
）、
抹
消
（
文
字
が
消
さ
れ
て
い
る
も
の
） 

　
　
・
そ
の
他
―
―
―
―
原
本
の
状
態
に
関
す
る
こ
と
、
湮
滅
・
欠
失
な
ど
 

以
上
、『
聖
典
全
書
』
お
よ
び
『
原
典
版
』
所
収
本
に
よ
っ
て
概
算
し
た
「
御
自
釈
」
の
校
異
に
よ
っ
て
、
諸
本
間
の
異
同
に
つ
い

て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
知
ら
れ
る
。 

　
　
・
本
文
の
校
異
は
比
較
的
少
な
く
、
右
左
訓
、
特
に
右
訓
の
校
異
が
多
い
 

　
　
・
本
文
や
右
訓
に
対
す
る
異
本
情
報
を
有
し
た
註
記
が
散
見
さ
れ
る
 

　
　
・
返
点
の
相
異
が
見
ら
れ
る
 

四
、
諸
本
間
の
異
同
（
一
）　
本
文
 

前
節
で
掲
げ
た
特
徴
に
基
づ
き
、
諸
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。
本
文
の
異
同
は
、
文
字
の
相
異
、
文
言
の
付
加
、
異

本
註
記
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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〈
文
字
の
相
異
〉 

ま
ず
、
同
音
異
字
で
あ
る
。『
聖
典
全
書
』『
原
典
版
』
の
二
書
に
お
い
て
最
も
多
い
文
字
の
相
異
が
「
回
↓
○丙
廻
」（
○丙
は
い
ず
れ

も
存
如
授
与
本
）
で
あ
っ
て
、『
原
典
版
』
に
二
四
例
あ
る（

17
）。「
回
／
廻
」
は
、
両
字
と
も
に
「
カ
イ
・
エ
」
の
字
音
で
あ
る
。
そ
の

他
、「
齋
／
齋
」「
鸞
／
巒
」
な
ど
同
音
異
字
あ
る
い
は
通
用
字
と
み
ら
れ
る
校
異
が
散
見
さ
れ
る（

18
）。 

次
に
、
坂
東
本
訂
記
前
の
状
態
を
伝
え
る
文
字
の
相
異
も
認
め
ら
れ
る
。 

　
　
・「
譬
如
日
光
覆
雲
霧
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
一
頁
⑨
） 

正
信
偈
の
文
で
あ
る
。「
光
」
に
つ
い
て
、
坂
東
本
（
一
四
七
・
前
期
筆
跡
）
は
「
月
」
を
「
光
」
と
訂
記
し
て
い
る
。
存
如
授
与

本
（
四
二
九
）
は
「
月
」
で
あ
り
、
坂
東
本
訂
記
前
の
文
字
と
一
致
す
る
。
善
如
延
書
本
（
二
五
五
）
は
「
光
」
で
あ
っ
て
坂
東
本
訂

正
後
の
本
文
で
あ
る
。 

　
　
・「
四
専
名
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
八
頁
②
） 

化
身
土
巻
・
観
経
隠
顕
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
七
一
四
）
は
「
四
専
名
」
の
「
名
」
を
抹
消
し
左
傍
に
「
称
」
と
補
記
し
て

い
る
。
坂
東
本
（
五
一
六
）
は
「
称
」
を
塗
抹
し
て
「
名
」
と
上
欄
に
補
記
し
て
お
り
、
西
本
願
寺
本
の
訂
記
は
、
坂
東
本
の
下
字
を

示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
専
修
寺
本
（
五
六
一
）
は
「
四
専
称
」
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。 

　
　
・「
真
如
一
実
功
徳
宝
海
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
五
頁
） 

行
巻
・
大
行
釈
の
文
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
一
七
三
①
）
は
「
功
徳
実
海
」
と
あ
り
、『
原
典
版
』
で
は
校
訂
さ
れ
て
い
る
。
三

字
上
に
も
「
実
」
と
あ
り
、
字
形
の
相
似
に
起
因
す
る
誤
字
と
も
考
え
ら
れ
る（

19
）。 

　
　
・「
他
力
真
宗
之
正
意
也
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
五
九
頁
） 

行
巻
・
偈
前
序
説
の
文
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
二
五
三
）
は
「
他
力
真
実
」
で
あ
る
。
形
誤
と
考
え
ら
れ
る
。 
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〈
文
言
の
付
加
〉 

文
言
の
付
加
に
つ
い
て
は
、
化
身
土
巻
の
二
例
が
あ
る（

20
）。 

　
　
・「
離
自
力
之
心
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
七
頁
②
） 

存
如
授
与
本
（
五
四
二
）
で
は
「
自
力
之
心
」
の
次
に
「
専
修
者
唯
称
念　

シ
テ

仏
名　

ヲ
一

離
二

自
力
之
心
一

」（「
念
」
は
右
傍
補
記
）
と
あ
　

る（
21
）。
当
箇
所
は
、
重
見
氏
に
よ
れ
ば
、
浄
興
寺
本
に
お
い
て
左
欄
外
に
補
註
と
し
て
示
し
、
真
宗
寺
本
に
お
い
て
十
三
字
を
本
文
化
し

た
と
さ
れ
る（

22
）。
善
如
延
書
本
（
四
九
八
①
）
に
は
な
い
が
、
蓮
如
延
書
本
に
は
「
自
力
ノ
心
ヲ
ハ
ナ
ル
　
専
修
ト
イ
フ
ハ
タ
ヽ
仏
名
ヲ

称
念
シ
テ
」
と
左
傍
補
記
が
あ
る
。
ま
た
文
明
本
（『
善
本
叢
書
』
二
九
〇
頁
）
に
も
右
傍
補
記
と
し
て
同
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

　
　
・「
五
正
行
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
七
頁
④
） 

存
如
授
与
本
（
五
四
二
）
は
「
五
」
の
次
に
「
種　

ノ

」
を
追
加
し
て
い
る
。
善
如
延
書
本
（
四
九
八
③
）
は
「
種
ノ
」
と
右
傍
補
記
、

蓮
如
延
書
本
は
本
文
に
「
種
ノ
」
が
あ
っ
て
、
存
如
授
与
本
と
同
じ
文
字
を
保
持
し
て
い
る（

23
）。 

こ
れ
ら
二
例
は
、
文
字
の
付
加
に
よ
っ
て
、
本
文
内
容
の
充
足
、
あ
る
い
は
周
囲
と
の
調
整
が
図
ら
れ
た
も
の
と
言
え
、
延
書
本
と

関
連
も
見
ら
れ
る
。
存
如
授
与
本
以
前
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
本
文
化
あ
る
い
は
註
記
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

〈
異
本
註
記
〉 

本
文
の
文
言
に
関
わ
る
異
本
註
記
は
、『
聖
典
全
書
』
の
校
異
に
従
え
ば
十
例
ほ
ど
を
数
え
る
。
こ
こ
で
は
、
信
巻
・
大
信
嘆
徳
の

例
を
挙
げ
る（

24
）。 

　
　
・「
不
可
思
議
不
可
説
不
可
称
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
一
頁
③
） 

西
本
願
寺
本
（
三
〇
九
）
で
は
、
も
と
坂
東
本
（
二
二
四
）
と
同
じ
く
「
不
可
説
不
可
称
」
で
あ
っ
た
が
、「
不
可
称
不
可
説
」
と

二
字
を
改
め
て
い
る
。
存
如
授
与
本
（
四
五
四
）
は
、「
不
可
説
不
可
称
」
と
す
る
が
、「
不
可
思
議
」
の
下
に
○
印
を
付
し
「
不
可
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説
」
の
右
傍
に
「
不
可
称
イ

在
之
」
と
註
記
が
あ
る
。
こ
の
「
イ
」
の
情
報
に
従
え
ば
、
西
本
願
寺
本
の
語
順
に
あ
て
は
ま
る（

25
）。 

 以
上
、
本
文
に
関
す
る
相
異
に
つ
い
て
、
文
字
の
相
異
、
文
字
の
付
加
、
異
本
註
記
の
実
例
を
見
て
き
た
。
本
文
に
関
し
て
は
、
坂

東
本
と
そ
の
臨
写
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本
は
よ
く
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
諸
本
に
お
い
て
、
同
音
異
字
・
通
用
字
を
使
用
す
る

場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
誤
記
や
諸
本
の
状
態
を
保
存
し
た
表
記
に
よ
る
相
異
も
認
め
ら
れ
た
。
以
上
の
相
異
は
、
大
き
く
意
味
の
変
更

を
意
図
し
な
い
と
思
わ
れ
る
相
異
が
大
半
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
御
自
釈
」
の
書
写
を
考
え
る
上
で
基
準
と
す
べ
き
事
実
で
あ
ろ

う
。
一
方
、
存
如
授
与
本
に
み
ら
れ
る
文
言
の
付
加
は
、
先
行
諸
本
の
状
況
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

五
、
諸
本
間
の
異
同
（
二
）　
返
点
 

『
聖
典
全
書
』
の
付
録
で
は
、「
御
自
釈
」
中
の
返
点
校
異
が
五
例
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
『
原
典
版
』
に
お
い
て
返
点
に
関
す
る

校
異
が
九
例
あ
る
。
訓
読
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
両
書
に
お
け
る
返
点
校
異
箇
所
を
中
心
に
検
討
を
行
う
。 

〈
行
巻
〉 

　
　
・「
言
以
光
明
名
号
摂
化
十
方
但
使
信
心
求
念
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
四
九
頁
） 

両
重
因
縁
に
お
け
る
御
自
釈
中
引
文
（
善
導
『
往
生
礼
讃
』）
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
一
五
七
）
は
「
言　

ヘ
リ

二

以
二

光
明
名
号
一

摂
化

十
方
但
使
二

信
心
求
念　

ト
一

」
と
あ
っ
て
、
坂
東
本
（
一
一
五
）
と
同
様
「
言
」
に
か
か
る
一
二
点
の
他
に
引
文
を
訓
読
す
る
た
め
の
訓
点

を
付
す
。
存
如
授
与
本
（
四
二
〇
）
に
お
い
て
は
「
言　

ヘ
リ

二

以
光
明
名
号
摂
化
十
方
但
使
信
心
求
念　

ト
一

」
と
引
用
文
に
対
す
る
返
点
が
な

い
。
善
如
延
書
本
（
二
三
四
）
は
「
光
明
名
号
ヲ
モ
テ
十
方
ヲ
摂
化
シ
タ
マ
フ
　
タ
ヽ
シ
信
心
ヲ
シ
テ
求
念
セ
シ
ム
ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
」
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と
読
み
下
し
て
い
る
。
な
お
、
続
く
「
念
仏
成
仏
是
真
宗
」
の
引
用
で
は
、
諸
本
は
訓
点
を
付
さ
ず
、
善
如
延
書
本
も
「
念
仏
成
仏
コ

レ
真
宗
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
御
自
釈
中
引
文
は
訓
点
を
付
す
か
付
さ
な
い
か
の
判
断
が
、
書
写
本
や
引
文
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
。 

　
　
・「
无
異
如
来
无
異
法
身
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
五
四
頁
） 

一
乗
海
釈
の
文
で
あ
る
。『
聖
典
全
書
』
付
録
に
「
◎
无マ

シ
マ
サ
ス

二

異　
コ
ト

如
来
一

无マ
シ
マ
サ
ス

二

異　
コ
ト

法
身
一

↓
○乙
无　

マ
サ
ス

レ

異　
コ
ト

二

如
来　ニ
一

无　
マ
サ
ス

レ

異　
コ
ト

二

法
　

身　
ニ

一

」
と
あ
る
よ
う
に
、
専
修
寺
本
（
一
四
〇
）
の
校
異
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
二
四
三
）
は
「
如
来
ニ
コ
ト
ナ
ル
コ
ト
マ
シ
マ
サ

ス
　
異
ノ

コ
ト
ナ
ル

法
身
マ
シ
マ
サ
ス
」
と
あ
る
。
前
半
の
み
専
修
寺
本
と
読
み
を
共
有
し
て
い
る（

26
）。 

〈
信
巻
〉 

　
　
・「
形
身
心
悦
予
之
貌
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
四
頁
） 

信
一
念
釈
の
文
で
あ
る
。『
聖
典
全
書
』
付
録
に
「
◎
形ア

ラ
ハ
ス

二

身
心　

ノ

悦
予
之
貌カ

ホ
ハ
セ
ヲ

一

↓
○甲
形ア

ラ
ハ
ス

二

身
心　

ノ

　
　

ヨ
ロ
コ
フ

悦
予

エ
チ
ヨ
ヲ

一

之
貌カ

ホ
ハ
セ

↓
○乙
形ア

ラ
ハ
ス

二

身
心

　
　

ヨ
ロ
コ
フ

悦
予

エ
チ
ヨ
ヲ

之
一

貌カ
ホ
ハ
セ

↓
○丙
形ア

ラ
ハ
ス

二

身
心　

ノ

悦
予　

ヲ
一

之
貌カ

ホ
ハ
セ

」
と
あ
る
。
書
き
下
せ
ば
、
坂
東
本
（
二
三
三
）
は
「
身
心
ノ
悦
予
ノ
貌
ヲ
ア
ラ
ハ

ス
」、
西
本
願
寺
本
（
三
二
四
）・
存
如
授
与
本
（
四
五
九
）
は
「
身
心
ノ
悦
予
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
貌
」、
専
修
寺
本
（
二
六
〇
）
は
「
身
心

悦
予
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
貌
」
と
な
る
。
善
如
延
書
本
（
三
一
五
）
は
「
身
心
ノ
悦
予
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
ノ
兒カ

タ
チ

」
で
あ
る
。「
貌
」
の
右
仮
名
を
含

め
れ
ば
、
三
通
り
以
上
の
訓
読
が
存
在
し
て
い
る
。 

　
　
・「
獲
得
金
剛
真
心
者
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
四
頁
） 

現
生
十
益
の
冒
頭
の
文
で
あ
る
。『
原
典
版
』（
三
一
六
頁
⑴
）
で
は
「
　ウル獲ク

ヰ
ヤ
ク

二

得　
ス
レ

金
剛　

ノ

真
心　

ヲ
一

者　
ハ

↓
○乙
　
　

ウ
ル
ナ
リ

獲ク
ヰ
ヤ
ウ

得ト
ク
ス
ル

金
剛　

ノ

真
心　

ヲ
一

者　
ハ

」
と

専
修
寺
本
の
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
。
坂
東
本
（
二
三
四
）
や
西
本
願
寺
本
（
三
二
三
）
は
「
獲
得
ス
レ
ハ
」
と
読
む
。
存
如
授
与
本

（
四
五
九
）
は
「
獲
二

得
金
剛　

ノ

真
心　

ヲ
一

者
」
と
あ
っ
て
読
み
を
確
定
し
が
た
い
が
、「
得
」
の
左
訓
に
は
「
ス
レ
」
と
あ
る
。
一
方
、
専
修

寺
本
（
二
六
〇
）
は
「
獲
得
ス
ル
ハ
」
ま
た
は
「
獲
得
ス
ル
者
ハ
」
と
読
ん
で
い
る
。
後
者
の
読
み
は
善
如
延
書
本
（
三
一
六
）
の
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「
獲
得
ス
ル
モ
ノ
ハ
」
と
一
致
す
る
。
少
な
く
と
も
坂
東
本
・
西
本
願
寺
本
・
存
如
授
与
本
左
訓
の
「
ス
レ
ハ
」
と
、
善
如
延
書
本
の

「
ス
ル
モ
ノ
ハ
」
の
二
つ
の
読
み
が
あ
る
。 

　
　
・「
无
生
而
当
受
生
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
七
頁
） 

横
超
断
四
流
釈
の
文
で
あ
る
。『
原
典
版
』（
三
二
〇
頁
⑽
）
で
は
「
无　

シ
四

生
而

　
ト
シ
テ

　ヘキ当　
ニ

三

受　
ク

二

生　
ヲ

一

↓
○甲
○丙
无　

シ
下

生
而

　
ト
シ
テ

　ヘキ当　
ニ

二

受　
ク

一

生
上

↓
○乙
无　

シ
二

生　
ト

而シ
テ

　ヘキ当　
ニ

中

受　
ク

二

生　
ヲ

上

」
と
あ
る
。
書
き
下
せ
ば
、
西
本
願
寺
本
（
三
三
三
）
は
「
生
ト
シ
テ
マ
サ
ニ
生
ヲ
受
ク
ヘ
キ
ナ
シ
」
と
読
む
の
に
対

し
、
坂
東
本
（
二
四
〇
）・
存
如
授
与
本
（
四
六
一
）
は
「
生
ト
シ
テ
マ
サ
ニ
受
ク
ヘ
キ
生
ナ
シ
」
と
読
み
、
善
如
延
書
本
（
三
二
〇
）

の
「
生
ト
シ
テ
マ
サ
ニ
ウ
ク
ヘ
キ
生
ナ
シ
」
と
同
様
で
あ
る
。
専
修
寺
本
（
二
六
八
）
は
「
受　

ク
二

生　
ヲ

」
と
「
无
下

…
当
中

…
生
上

」
の
返
点

が
混
在
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
早
い
段
階
で
訓
読
に
異
同
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

27
）。 

　
　
・「
无
趣
而
更
応
到
趣
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
七
頁
） 

右
に
続
く
文
で
あ
る
。『
原
典
版
』（
三
二
〇
頁
⑾
）
で
は
「
无　

シ
下

趣
而

　
ト
シ
テ

更マ
タ

応ヘ
キ

中

到　
ル

一

趣オ
モ
ム
ク

上

↓
○甲
○丙
无　

シ
下

趣　
ト

而シ
テ

更マ
タ

応ヘ
キ

二

到　
ル

一

趣
上

↓
○乙
无　

シ
下

趣　
ト

而シ
テ

更マ
タ

応　
ヘ
キ

　　ル到イ
タ
リ

中
レ

　シユ趣オ
モ
フ
ク

上

」
と
西
本
願
寺
本
に
対
し
て
坂
東
本
・
存
如
授
与
本
、
さ
ら
に
専
修
寺
本
の
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
。
坂
東
本

（
二
四
〇
）・
存
如
授
与
本
（
四
六
一
）
が
「
趣
ト
シ
テ
マ
タ
到
ル
ヘ
キ
趣
ナ
シ
」
と
読
み
、
善
如
延
書
本
（
三
二
〇
）
と
同
様
の
読
み

を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
西
本
願
寺
本
（
三
三
四
）
と
専
修
寺
本
（
二
六
八
）
で
は
、
二
通
り
の
読
み
が
可
能
と
な
る
二
重
の
訓
点

が
付
さ
れ
て
い
る（

28
）。 

〈
証
巻
〉 

　
　
・「
亦
名
一
生
補
処
之
願
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
三
七
頁
） 

還
相
回
向
釈
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
四
八
七
）
に
お
い
て
「
亦　

ク
二

名　
ク

二

一
生
補
処
之
願　

ト
一

」
と
あ
る
。「
亦
」
に
付
さ
れ
た
訓
点

は
誤
記
と
思
わ
れ
る
が
、
抹
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
書
き
入
れ
が
残
さ
れ
て
い
る
。 
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〈
真
仏
土
巻
〉 

　
　
・「
酬
報
大
悲
誓
願
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
五
五
頁
） 

真
仏
土
釈
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
五
五
三
）
は
「
　コタ

フ
酬シ

ユ
│
二

報ホ
ウ
ス
ル
カ

大
悲　

ノ

誓
願　

ニ
一

」、
存
如
授
与
本
（
五
〇
八
）
は
「
　ムク

ヒ
酬シ

ユ
二

報　
ス
ル
カ

大
悲　

ノ

誓
願　

ヲ

」、
善
如
延
書
本
（
四
二
五
）
は
「
大
悲
ノ
誓
願
ニ
酬
報
ス
」
と
あ
る
。
坂
東
本
（
三
九
九
）・
専
修
寺
本
（
四
四
一
）
な
ど
は

「
誓
願
ニ
」
と
読
ん
で
お
り
、
存
如
授
与
本
の
み
「
誓
願
ヲ
」
と
す
る
。 

〈
化
身
土
巻
〉 

　
　
・「
立
相
住
心
尚
不
能
得
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
六
頁
） 

観
経
隠
顕
の
御
自
釈
中
引
文
（
善
導
「
定
善
義
」）
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
七
〇
八
）・
専
修
寺
本
（
五
五
七
）
が
「
立　

テ
二

相　
ヲ

一

住　
ト
モ

二

心　
ヲ

一

」
と
訓
点
を
付
す
の
に
対
し
、
坂
東
本
（
五
一
二
）
お
よ
び
存
如
授
与
本
（
五
四
二
）
は
「
立
相
住
心
」
に
訓
点
を
付
さ
ず
、
善

如
延
書
本
（
四
九
七
）
も
「
立
相
住
心
」
と
あ
る
。
西
本
願
寺
本
・
専
修
寺
本
が
読
解
の
要
か
ら
訓
点
を
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
　
・「
云
九
品
倶
回
得
不
退
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
九
頁
） 

小
経
隠
顕
の
御
自
釈
中
引
文
（
善
導
『
法
事
讃
』）
で
あ
る
。
坂
東
本
（
五
一
九
）
は
全
体
を
返
点
で
挟
む
が
、「
九
品
倶　

ニ

回　
テ

得　
エ
ヨ

不

退　
ト

」
と
右
訓
が
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
七
一
八
）
は
「
云　

ヘ
リ

二

九
品
倶　

ニ

回　
テ

得
　
　
エ
ヨ
ト

二

不
退　

ヲ
一

」
と
返
点
を
付
し
「
退
」
の
右
訓
「
ト
」
を

「
ヲ
」
に
訂
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
云
」
は
二
点
の
侭
で
あ
る
。
専
修
寺
本
（
五
六
五
）
や
存
如
授
与
本
（
五
四
四
）
は
三
点
で

あ
る
が
、
専
修
寺
本
は
「
退
」
の
右
訓
「
ト
」
を
抹
消
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
訓
点
の
な
い
引
文
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
善
如

延
書
本
（
五
〇
一
）
は
「
九
品
ト
モ
ニ
廻
シ
テ
不
退
ヲ
ウ
ト
イ
ヘ
リ
」
と
読
み
、「
回
」「
得
」
の
読
み
が
坂
東
本
・
西
本
願
寺
本
と
異

な
る
。 

　
　
・「
名
无
二
之
言
也
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
九
頁
） 
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小
経
隠
顕
の
文
で
あ
る
。
諸
本
の
訓
読
を
書
き
下
せ
ば
、
坂
東
本
（
五
二
〇
）・
西
本
願
寺
本
（
七
二
〇
）・
専
修
寺
本
（
五
六
六
）

は
「
无
二
ニ
名
ツ
ク
ル
ノ
ミ
コ
ト
ナ
リ
」
と
な
る
が
、
存
如
授
与
本
（
五
四
四
）
は
「
無
二
ノ
ミ
コ
ト
ニ
名
ツ
ク
ル
ナ
リ
」
で
あ
り
、

善
如
延
書
本
（
五
〇
二
）
の
「
无
二
ノ
言
ニ
ナ
ツ
ク
ル
ナ
リ
」
と
同
じ
読
み
で
あ
る
。
異
な
る
二
つ
の
読
み
が
生
じ
て
い
る（

29
）。 

　
　
・「
辯
説
人
差
別
者
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
一
〇
頁
） 

結
説
総
勧
の
御
自
釈
中
引
文
（
善
導
「
玄
義
分
」）
で
あ
る
。『
聖
典
全
書
』
付
録
に
て
、「
○甲
　

ワ
キ
マ
ウ

辯
│
二

説　
セ

人　
ノ

差
別　

ヲ
一

者ハ

」
と
坂
東
本
と
西

本
願
寺
本
の
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
。
西
本
願
寺
本
（
七
五
八
）
を
書
き
下
せ
ば
「
人
ノ
差
別
ヲ
辯
説
セ
ハ
」
と
な
り
、
坂
東
本
（
五

五
一
）
の
「
辯ワキ

マ
ウ
二

説
人　

ノ

差
別　

ヲ
一

者ハ

」
や
善
如
延
書
本
（
五
二
二
）
の
「
説
人
ノ
差
別
ヲ
辯
セ
ハ
」
と
異
な
る
読
み
と
な
る
。
諸
本
や
引
用

原
典
を
照
ら
せ
ば
、
西
本
願
寺
本
は
誤
読
に
あ
た
る
。 

 以
上
、
返
点
に
関
す
る
校
異
の
検
討
に
よ
り
、『
教
行
信
証
』
書
写
に
お
い
て
、
か
な
り
早
い
段
階
で
訓
読
の
相
異
が
生
じ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
西
本
願
寺
本
の
証
巻
の
例
で
は
、
誤
記
を
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
た
。
存
如
授
与
本
に
お
い
て
は
、
目

的
語
に
あ
た
る
語
に
付
さ
れ
る
助
詞
が
他
本
と
異
な
る
場
合
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
御
自
釈
中
引
文
に
お
い
て
、
返
点
の
有
無
や
付
し

方
に
よ
っ
て
異
読
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
特
徴
も
あ
っ
た
。 

六
、
諸
本
間
の
異
同
（
三
）　
右
訓
 

次
に
右
訓
で
あ
る
。『
聖
典
全
書
』
に
掲
げ
ら
れ
る
重
要
な
右
訓
校
異
は
、
反
切
が
最
も
多
く
、『
原
典
版
』
の
右
仮
名
校
異
で
は
専

修
寺
本
の
校
異
が
過
半
を
占
め
る
。
校
異
内
容
と
し
て
は
、
お
よ
そ
字
音
や
訓
読
の
相
異
や
有
無
、
誤
記
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
御

自
釈
」
中
の
異
本
註
記
に
、
右
訓
に
関
わ
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
、
巻
の
順
に
従
っ
て
訓
読
に
関
わ
る
相
異
を
中
心
に
検
討
す
る
。 
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〈
総
序
〉 

　
　
・「
浄
業
機
彰
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
頁
） 

「
彰
」
の
訓
読
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
七
）
は
「
彰　

シ
テ

」、
存
如
授
与
本
（
三
八
九
）
は
「
彰　

レ
テ

」、
善
如
延
書
本
（
一
六
三
）
は

「
ア
ラ
ハ
レ
テ
」
と
あ
る
。
坂
東
本
（
一
一
）
は
「
彰　

レ
テ

」、
専
修
寺
本
（
一
一
）
は
「
彰ア

ラ
ハ
シ
テ

」
で
あ
り
、
坂
東
本
・
存
如
授
与
本
・
善

如
延
書
本
の
「
ア
ラ
ハ
レ
テ
」、
西
本
願
寺
本
・
専
修
寺
本
の
「
ア
ラ
ハ
シ
テ
」
と
、
二
通
り
の
読
み
が
見
ら
れ
る
。
な
お
「
彰
」
の

字
に
つ
い
て
は
、
化
身
土
巻
に
「
ア
ラ
ハ
ス
」
の
右
左
訓
が
多
く
あ
り（

30
）、「
ア
ラ
ハ
レ
テ
」
は
引
文
内
に
類
似
の
訓
が
あ
る（

31
）。 

　
　
・「
救
済
苦
悩
群
萌
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
頁
） 

「
救
済
」
の
字
音
の
有
無
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
七
）・
善
如
延
書
本
（
一
六
三
）
に
は
「
ク
サ
イ
」
の
右
訓
が
あ
る
が
、
存
如

授
与
本
（
三
九
〇
）
に
は
字
音
が
な
い
。
坂
東
本
（
一
一
）
は
字
音
が
な
く
、
専
修
寺
本
（
一
一
）
に
は
字
音
「
ク
サ
イ
」
が
あ
る
。

こ
こ
も
二
通
り
の
示
し
方
が
見
ら
れ
る
。 

〈
教
巻
〉 

　
　
・「
欲
拯
群
萌
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
頁
） 

大
経
大
意
の
文
で
あ
る
。「
欲
」
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
一
四
）
は
「
欲オ

ホ
ス
ナ
リ

」
の
左
傍
に
「
オ
モ
テ
ナ
リ
イ
本

」
と
あ
る
。
専
修

寺
本
（
一
五
）
に
「
　オホ

シ
テ
也

欲オ
モ
テ
ナ
リ

」
と
あ
り
、
専
修
寺
本
の
右
訓
が
西
本
願
寺
本
の
異
本
情
報
と
な
っ
て
い
る
。 

〈
行
巻
〉 

　
　
・「
名
諸
仏
称
揚
之
願
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
五
頁
） 

「
名
」
の
訓
読
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
三
三
）
と
存
如
授
与
本
（
三
九
六
）
は
「
名　

ク

」
と
す
る
が
、
善
如
延
書
本
（
一
七
三
） 
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は
「
ナ
ツ
ケ
」
で
あ
る
。
坂
東
本
（
二
五
）
は
「
名　

ケ

」
と
あ
る
か
ら
、
善
如
延
書
本
は
こ
れ
に
従
い
、
専
修
寺
本
（
二
七
）
は
「
名　

ク

」

と
あ
っ
て
西
本
願
寺
本
・
存
如
授
与
本
と
一
致
す
る
。 

　
　
・「
破
衆
生
一
切
无
明
能
満
衆
生
一
切
志
願
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
頁
） 

称
名
破
満
釈
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
四
七
）
は
「
破　

シ

」
に
「
ス
イ
本

」
と
左
傍
註
記
が
あ
る
。
専
修
寺
本
（
三
八
）
は
「
破　

ス

」

と
あ
り
、
西
本
願
寺
本
の
「
イ
本
」
表
記
に
通
じ
る
。 

　
　
・
六
字
釈
（『
聖
典
全
書
』
二
巻
三
五
〜
三
六
頁
） 

第
二
文
・
第
三
文
・
第
十
一
文
に
お
い
て
、
右
訓
や
左
訓
な
ど
が
豊
富
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
六
字
釈
に
含
ま
れ
る
五
つ

の
細
註
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

ま
ず
「
帰
言
」
の
細
註
「
至
也
」
は
、
西
本
願
寺
本
（
一
一
二
）
に
「
至　

ル

」
の
送
り
仮
名
が
あ
る
の
み
で
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

次
に
「
説
字
」
の
細
註
は
、
西
本
願
寺
本
（
一
一
三
）・
存
如
授
与
本
（
四
一
一
）
は
「
　ヨロ

コ
フ

悦エ
チ
ノ

音　
ナ
リ

」、
善
如
延
書
本
（
二
一
一
）
は

「
悦
ノ
音
」
で
あ
る
。
坂
東
本
（
八
五
）
は
「
　ヨロ

コ
フ

悦エ
チ

音
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
悦
」
の
右
傍
に
「
エ
チ
」、
左
傍
に
「
ヨ
ロ
コ
フ
」
の
角
点

が
あ
る（

32
）。「
ナ
リ
」
を
付
す
例
が
専
修
寺
本
「
悦エ

チ
ノ

音コ
ヱ
ナ
リ

」（
八
九
）
に
見
ら
れ
、
西
本
願
寺
本
に
は
両
本
の
影
響
が
窺
え
る
。 

次
に
二
つ
め
の
「
説
字
」
の
細
註
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

　
　
西
本
願
寺
本
（
一
一
三
）「
税セ

イ
ノ

音コ
ヱ
ナ
リ

悦エ
チ

税サ
イ

二　
ノ

音　
ハ

告ツ
ク
ル

也
述ノ

フ

也
　セン宣ノ

フ
ル
│
二

　
　

シ
ユ
チ
ス

述ノ
フ
ル

人　
ノ　ルナ

リ意　
ヲ

一

也
」 

　
　
存
如
授
与
本
（
四
一
一
）「
税セ

イ
ノ

音　
ナ
リ

悦エ
チ

税せ
イ

二　
ノ

音　
ハ

告ツ
ク
ル

也
述ノ

フ

也
　ノブ宣セ

ン
│
二

述　
ル
ナ
リ

人　
ノ

意　
ヲ

一

也
」 

　
　
善
如
延
書
本
（
二
一
一
）「
税サ

イ

ノ
音コ

エ

悦エ
チ

税サ
イ

二フ
タ
ツ

ノ
音コ

エ

告カ
フ

ナ
リ
述シ

ユ
チ

ナ
リ
ヒ
ト
ノ
コ
ヽ
ロ
ヲ
ノ
ヘ
ノ
フ
ル
ナ
リ
」 

こ
の
う
ち
相
異
が
見
ら
れ
る
「
宣
述
」
に
つ
い
て
、
坂
東
本
は
「
宣ノ

フ
ル

二

述　
ル

」（
右
傍
に
「
ノ
フ
ル
」
の
角
点（

33
））、
専
修
寺
本
（
八
九
）
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は
「
　ノフ

ル
宣せ

ン
│
二

述シ
チ
ツ
ス
ル
ナ
リ

」（「
述
」
の
右
訓
は
「
シ
チ
」
を
「
シ
ユ
ツ
」
に
訂
記
）
と
あ
る
。
ど
れ
も
一
致
せ
ず
右
左
訓
の
異
同
も
多
い
。 

次
に
「
命
言
」
の
細
註
は
、
西
本
願
寺
本
は
「
業
也
　セウ招マ

ネ
キ

　イン
引ヒ

ク

也
使
也
教
也
道
也
信
也
計ハ

カ
ラ
フ

也
　チウ召メ

ス

也
」、
存
如
授
与
本
は
「
業
也
招マ

ネ
キ

引ヒ
ク

也
使シ

也
教
也
道
也
信
也
計ハ

カ
ラ
フ

也
召メ

ス

也
」、
善
如
延
書
本
は
「
業コ

フ

ナ
リ
　マネ

キ
ヒ
ク

招
引

セ
ウ
イ
ン

ナ
リ
使シ

ナ
リ
教ケ

ウ

ナ
リ
道タ

ウ

ナ
リ
信シ

ン

ナ
リ
計ケ

ナ
リ
　メス召テ

ウ

ナ
リ
」
と

あ
る
。
相
異
が
見
ら
れ
る
「
招
引
」
に
つ
い
て
、
坂
東
本
は
「
　メシ招マ

ネ
キ

引ヒ
ク

」（
右
傍
に
「
メ
シ
ヒ
ク
」
の
角
点
あ
り（

34
））、
専
修
寺
本
は
「
招セ

ウ

引
也
」
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
は
右
訓
で
は
字
音
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
左
訓
が
逆
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
「
必
言
」
の
細
註
は
、
西
本
願
寺
本
（
一
一
四
）
は
「
　
　

ア
キ
ラ
カ

審ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ナ
リ
　ナリ
也
然シ

カ
ラ
シ
ム
ト

也ナ
リ

分ワカ
チ

極
也

キ
ワ
ム
ル

」、
存
如
授
与
本
（
四
一
二
）
は

「
　シ

ン審
也

ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ナ
リ

然
也

シ
カ
ラ
シ
ム
ル
ナ
リ

分ハ
カ
ツ

極
也

キ
ハ
ム
ル

」
と
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
二
一
二
）
は
本
文
と
し
て
「
審
ナ
リ

ア
キ
ラ
カ

然
ナ
リ
分
極

ワ
カ
ツ

ナ
リ
」
と
あ
る
。「
審
」

に
つ
い
て
、
坂
東
本
は
「
審ツ

ハ
ヒ
ラ
カ
也

」、
専
修
寺
本
は
「
　アキ

ラ
カ

審ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ナ
リ
　ナリ
」
と
あ
り
、
存
如
授
与
本
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
右
訓
で
な
く
、
字
音

が
写
さ
れ
て
い
る
。「
然
」
は
坂
東
本
は
「
　アキ

ラ
カ
也

然シ
カ
ラ
シ
ム
ル

」（
右
に
「
シ
カ
ラ
シ
ム
ル
」
の
角
点
あ
り
）、
専
修
寺
本
は
「
然シ

カ
ラ
シ
ム
ト
ナ
リ

」
と
西

本
願
寺
本
と
同
様
の
右
訓
が
あ
り
、
存
如
授
与
本
で
は
左
訓
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
専
修
寺
本
（
九
〇
）
も
善
如
延
書
本
と

同
様
、「
審
也
」
以
下
七
字
を
細
字
で
は
な
く
本
文
と
し
て
い
る
。 

六
字
釈
は
、
坂
東
本
に
角
点
や
朱
に
よ
る
訂
記
が
多
数
あ
り
、
諸
本
の
書
写
者
も
そ
れ
ぞ
れ
注
意
し
た
箇
所
と
い
え
る
。
い
ず
れ
も

右
左
訓
が
多
い
が
、
例
え
ば
西
本
願
寺
本
の
「
宣
述
」
の
右
訓
は
そ
の
ま
ま
訓
読
で
き
ず
、
右
左
訓
の
位
置
も
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る

場
合
が
あ
っ
て
、
各
々
の
書
写
方
針
に
基
づ
く
多
様
な
書
写
実
態
が
窺
え
る
。 

　
　
・「
成
本
願
大
悲
…
…
大
宝
海
水
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
五
五
頁
） 

一
乗
海
釈
の
文
で
あ
る
。
存
如
授
与
本
（
四
二
五
）
は
「
成　

シ

」
の
左
傍
に
「
ル
イ

」
と
あ
る
。
坂
東
本
（
一
三
二
）・
西
本
願
寺
本

（
一
八
二
）・
専
修
寺
本
（
一
四
四
）
は
「
成　

ル

」、
善
如
延
書
本
（
二
四
六
）
の
読
み
も
「
ナ
ル
」
で
あ
る
。
存
如
授
与
本
の
註
記
は
諸
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本
の
情
報
を
記
し
た
も
の
と
い
え
、
存
如
授
与
本
の
右
訓
「
シ
」
は
文
明
本
（『
善
本
叢
書
』
七
二
頁
）
と
共
通
す
る
。 

　
　
・「
煩
悩
冰
解
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
五
五
頁
） 

一
乗
海
釈
の
御
自
釈
中
引
文
で
あ
る
。
存
如
授
与
本
（
四
二
五
）
は
「
悩
」（
右
訓
無
し
）
に
「
ノ
イ

」
と
左
傍
註
記
が
あ
る
。
坂
東

本
（
一
三
二
）・
西
本
願
寺
本
（
一
八
二
）・
専
修
寺
本
（
一
四
四
）
の
い
ず
れ
も
右
訓
に
「
ノ
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
と
思
わ
れ

る
。
善
如
延
書
本
（
二
四
六
）
は
後
述
の
よ
う
に
「
煩
悩
ノ
」
の
文
言
を
欠
く
。 

　
　
・「
摂
一
切
諸
仏
法
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
五
八
頁
） 

一
乗
嘆
徳
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
一
九
四
）・
存
如
授
与
本
（
四
二
八
）
は
「
摂　

ス
ル
カ

」、
善
如
延
書
本
（
二
五
一
）
は
「
摂
ス

ル
カ
」
と
三
本
一
致
す
る
が
、
西
本
願
寺
本
は
左
訓
に
は
「
オ
サ
ム
ル
カ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
専
修
寺
本
（
一
五
三
）
の
右
訓
「
オ
サ

ム
ル
カ
」
に
一
致
す
る
。
二
種
の
読
み
を
示
し
た
独
自
の
訓
読
か
、
専
修
寺
本
等
に
由
来
す
る
異
本
註
記
の
可
能
性
が
あ
る
。 

　
　
・「
真
実
行
願
」「
真
実
信
願
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
五
九
頁
） 

偈
前
序
説
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
一
九
六
・
一
九
七
）
は
「
真
実　

ノ

行
願
」「
真
実　

ノ

信　
ノ

願
」、
存
如
授
与
本
（
四
二
八
）
は
「
真

実　
ノ

行
願
」「
真
実　

ノ

信
願　

ハ

」
と
あ
り
、
善
如
延
書
本
（
二
五
二
）
は
「
真
実
ノ
行
願
」「
真
実
ノ
信
願
」
と
あ
る
。
坂
東
本
（
一
四
二
）
は

「
真
実　

ノ

行
願
」（「
実
」
の
次
に
「
之
」
と
あ
っ
た
が
抹
消
か
）「
真
実　

ノ

信
願
」、
専
修
寺
本
（
一
五
五
）
は
「
真
実
行　

ノ

願
」「
真
実　

ノ

信　
ノ

願
」

で
あ
っ
て
、
一
様
で
は
な
い
が
、「
行　

ノ

」「
信　

ノ

」
と
す
る
の
は
専
修
寺
本
に
例
が
見
ら
れ
る
。 

〈
正
信
偈
〉 

　
　
・「
雲
霧
之
下
明
無
闇
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
一
頁
） 

「
闇
」
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
二
〇
一
）
は
右
傍
に
「
〵
」（「
キ
」
の
古
字
）
の
よ
う
な
薄
い
書
き
入
れ
ま
た
は
汚
れ
が
あ
る
。

存
如
授
与
本
（
四
二
九
）
は
字
音
が
な
く
、
善
如
延
書
本
（
二
五
五
）
は
「
ヤ
ミ
」
で
あ
る
。
坂
東
本
（
一
四
七
）
は
「
キ
」
と
あ
り
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「
ク
ラ
キ
」
と
の
訓
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
ク
ラ
キ
」「
ヤ
ミ
」
の
二
通
り
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

　
　
・「
常
向
鸞
処
菩
薩
礼
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
二
頁
） 

存
如
授
与
本
（
四
三
〇
）
は
「
礼　

シ
奉
ル

」
の
左
傍
に
「
リ
イ

」
と
あ
る
。「
礼
」
の
送
り
仮
名
は
西
本
願
寺
本
（
二
〇
四
）
が
「
タ
テ
マ

ツ
ル
」、
坂
東
本
（
一
四
九
）・
専
修
寺
本
（
一
六
二
）
が
「
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
」
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
二
五
七
）
も
「
シ
タ
テ
マ
ツ

ル
」
で
あ
り
、
送
り
仮
名
を
「
リ
」
と
す
る
本
は
見
当
た
ら
な
い
。 

　
　
・「
善
導
独
明
仏
正
意
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
三
頁
） 

「
明
」
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
二
〇
六
）
は
「
明ア

キ
ラ
カ
ナ
リ

」
と
あ
る
が
、
存
如
授
与
本
（
四
三
一
）
は
「
明　

カ
ニ
セ
リ

」、
善
如
延
書
本

（
二
五
八
）
は
「
ア
キ
ラ
カ
ニ
セ
リ
」
で
あ
る
。
坂
東
本
（
一
五
一
）
は
「
明　

ナ
リ

」、
専
修
寺
本
（
一
六
三
）
は
「
明　

ニ
セ
リ

」
で
あ
る
。「
セ

リ
」
と
「
ナ
リ
」
の
二
通
り
で
あ
る
が
、
坂
東
本
は
「
セ
」
を
朱
で
「
ナ
」
と
上
書
き
し
て
い
る
か
ら
、
西
本
願
寺
本
は
坂
東
本
訂
正

後
、
そ
の
他
は
訂
正
前
の
文
言
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る（

35
）。 

　
　
・「
顕
因
縁
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
三
頁
） 

西
本
願
寺
本
（
二
〇
六
）
は
「
縁ネ

ン
ヲ

」、
善
如
延
書
本
（
二
五
八
）
は
「
縁
ヲ
」
と
あ
る
が
、
存
如
授
与
本
（
四
三
〇
）
は
「
縁ネ

ン
ニ

」

で
あ
る
。
坂
東
本
（
一
五
一
）
は
「
縁ネ

ン
ヲ

」、
専
修
寺
本
（
一
六
三
）
は
「
縁　

ヲ

」
で
あ
る
。「
縁
ニ
」
と
す
る
諸
本
は
見
い
だ
せ
な
い（

36
）。 

〈
別
序
〉 

　
　
・「
披
閲
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
五
頁
） 

存
如
授
与
本
（
四
三
五
）
は
「
披ヒ

閲ヱ
チ
シ
テ

」
と
あ
る
が
、
坂
東
本
（
一
五
七
）・
西
本
願
寺
本
（
二
一
八
）
は
「
披
閲　

ス

」、
善
如
延
書
本

（
二
六
一
）
も
「
披
閲
ス
」
で
あ
る
。
存
如
授
与
本
は
次
下
の
文
と
接
続
し
、
二
文
を
一
文
で
読
む
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。 

　
　
・「
莫
生
毀
謗
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
五
頁
） 
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西
本
願
寺
本
（
二
一
八
）
は
「
莫　

レ
ト
ナ
リ

」
で
あ
り
、
存
如
授
与
本
（
四
三
五
）
は
「
莫　

シ

」、
善
如
延
書
本
（
二
六
二
）
は
「
ナ
カ
レ
」

で
あ
る
。
坂
東
本
（
一
五
八
）
は
「
莫　

レ
ト

」、
専
修
寺
本
（
一
七
〇
）
は
「
莫　

レ
ト
ナ
リ

」
と
あ
る
。
存
如
授
与
本
の
よ
う
に
「
ナ
シ
」
と
読

む
の
は
、
文
明
本
（『
善
本
叢
書
』
八
九
頁
）
で
あ
る
。 

〈
信
巻
〉 

　
　
・「
真
実
信
心
」「
名
号
必
不
具
願
力
信
心
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
〇
頁
） 

「
真
実
信
心
」
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
三
〇
八
）
は
「
信
心　

ハ

」、
存
如
授
与
本
（
四
五
三
）
は
「
真
実
信
心　

ニ
ハ

」、
善
如
延
書
本

（
三
〇
八
）
は
「
信
心
ハ
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
名
号
」
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
は
「
名
号　

ハ

」、
存
如
授
与
本
は
「
名
号　

ニ
ハ

」、
善
如
延

書
本
は
「
名
号
ハ
」
で
あ
る
。
坂
東
本
（
二
二
三
）、
専
修
寺
本
（
二
四
八
）
い
ず
れ
も
「
ハ
」
で
あ
り
、
存
如
授
与
本
の
み
「
ニ
ハ
」

で
あ
る
。
な
お
、
覚
如
『
本
願
鈔
』（『
聖
典
全
書
』
四
巻
二
九
三
頁
）
に
は
、「
真
実
の
信
心
に
は
か
な
ら
ず
名
号
を
具
す
」「
名
号
に

は
か
な
ら
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
な
り
」
と
あ
り
、
存
如
授
与
本
は
こ
の
読
み
と
一
致
し
て
い
る
。 

〈
真
仏
土
巻
〉 

　
　
・「
論
曰
帰
命
尽
十
方
无
㝵
光
如
来
也
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
七
九
頁
） 

真
仮
対
弁
の
御
自
釈
中
引
文
（
天
親
『
浄
土
論
』）
の
導
入
部
で
あ
る
。「
曰
」
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
六
四
七
）
は
「
曰　

ヘ
リ

」、

存
如
授
与
本
（
五
二
八
）
は
「
曰　

ヘ
ル

」、
善
如
延
書
本
（
四
七
〇
）
は
「
イ
ヘ
リ
」
で
あ
る
。
坂
東
本
（
四
六
七
）
は
「
ヘ
リ
」
を
「
ヘ

ル
」
に
訂
記
し
て
い
る
た
め
、
西
本
願
寺
本
・
善
如
延
書
本
は
坂
東
本
訂
記
前
の
訓
読
と
一
致
し
て
「
也
」
を
不
読
と
し
、
そ
の
他
は

訂
記
後
の
仮
名
「
ヘ
ル
」
と
し
て
最
後
の
「
也
」
を
読
ん
で
い
る
。
専
修
寺
本
（
五
一
二
）
も
「
曰　

ヘ
ル

」
で
あ
る
。 
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〈
化
身
土
巻
〉 

　
　
・「
顕
開
別
願
中
之
別
願
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
八
七
頁
⑥
） 

要
門
釈
勧
誡
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
六
七
六
）
は
「
顕
開　

シ
タ
マ
ヘ
リ

」
と
あ
り
、
存
如
授
与
本
（
五
三
五
）・
善
如
延
書
本
（
四

八
〇
）
お
よ
び
坂
東
本
（
四
八
六
）・
専
修
寺
本
（
五
三
三
）
も
同
様
に
読
む
が
、
西
本
願
寺
本
の
左
訓
に
「
ス
」
と
あ
る
。
坂
東
本

は
朱
で
「
シ
タ
マ
ヘ
リ
」
と
あ
る
が
、
も
と
「
ス
」
の
墨
書
で
あ
っ
た
。
西
本
願
寺
本
は
こ
れ
を
左
傍
に
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

　
　
・「
勧
励
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
八
七
頁
） 

要
門
釈
勧
誡
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
六
七
六
）
は
「
勧
│
三

励

ス
ヽ
メ
ハ
ケ
マ
ス
　レ

イ
シ
タ
マ
ヘ
ル

極
重
悪
人
唯
称　

セ
ヨ
ト

二

弥
　　ヲ陀　

ト
一

」、
存
如
授
与
本
（
五
三
五
）

は
「
勧
二

励レ
イ
シ
玉
ヘ
ル
ナ
リ

極
重
悪
│

人
唯
称
弥
│

陀　
ト

一

」、
善
如
延
書
本
（
四
八
〇
）
は
「
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
ト
勧
励
シ
タ
マ
ヘ
リ

ス
ヽ
メ
ハ
ケ
マ
シ
タ
マ
ヘ
リ

」
と
あ
っ

て
、「
極
重
…
…
弥
陀
」
の
八
字
を
訓
読
す
る
場
合
と
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
坂
東
本
（
四
八
六
）
は
「
勧
二

　

ス
ヽ
メ
ハ
ケ
マ
ス
　

励
極
重
悪

レ
イ
シ
タ
マ
ヘ
ル

人
唯
称
弥
陀　

ト
一

」

（「
陀
」
の
右
訓
「
ヲ
」
を
朱
で
「
ト
」
と
訂
記
）、
専
修
寺
本
（
五
三
三
）
は
「
勧ク

ワ
ン

三

　ハケ
マ
ス

励レ
イ
シ
タ
マ
ヘ
リ

極
重
悪
人
唯
称　

セ
ヨ
ト

二

弥
陀　

ヲ
一

」
で
あ
る
。

坂
東
本
・
存
如
授
与
本
・
善
如
延
書
本
に
共
通
性
が
あ
り
、
ま
た
坂
東
本
の
右
左
訓
と
専
修
寺
本
の
訓
点
を
兼
ね
備
え
て
い
る
の
が
西

本
願
寺
本
で
あ
る
。 

　
　
・「
各
称
所
宜
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
六
頁
） 

観
経
隠
顕
の
御
自
釈
中
引
文
（
善
導
「
玄
義
分
」）
で
あ
る
。「
称
」
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
七
〇
八
）
は
「
称カ

ナ
ヘ
リ

」、
存
如
授

与
本
（
五
四
一
）
は
「
称カ

ナ
ヒ
テ

」、
善
如
延
書
本
（
四
九
六
）
は
「
カ
ナ
フ
テ
」
で
あ
る
。
終
止
形
で
御
自
釈
中
引
文
を
二
文
に
分
け
て

読
む
本
願
寺
本
は
専
修
寺
本
（
五
五
六
）
と
一
致
し
、
接
続
助
詞
「
テ
」
を
補
う
存
如
授
与
本
・
善
如
延
書
本
は
一
文
で
読
む
坂
東
本

（
五
一
二
）「
称カ

ナ
イ
テ

」
に
近
似
す
る
。 

『教行信証』の書写と異同



　
　
・「
皆
蒙
解
脱
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
六
頁
） 

観
経
隠
顕
の
御
自
釈
中
引
文
（
善
導
「
玄
義
分
」）
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
七
〇
八
）
は
「
蒙　

レ
ル
ト

」、
存
如
授
与
本
（
五
四
一
）
は

「
蒙　

レ
リ
ト

」、
善
如
延
書
本
（
四
九
六
）
は
「
カ
ウ
フ
ル
ト
」
と
あ
る
。
三
つ
の
読
み
が
あ
る
が
、
専
修
寺
本
（
五
五
七
）
は
西
本
願
寺
本

と
一
致
す
る
。
存
如
授
与
本
の
「
蒙　

レ
リ
ト

」
は
坂
東
本
（
五
一
二
）、
文
明
本
（『
善
本
叢
書
』
二
八
八
頁
）
に
見
ら
れ
る
。 

　
　
・「
四
専
名
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
八
頁
①
） 

観
経
隠
顕
の
文
で
あ
る
。
坂
東
本
（
五
一
六
）・
西
本
願
寺
本
（
七
一
三
）
は
「
四
」
の
右
訓
を
「
ミ
ハ
」
と
す
る
。
両
本
と
も
前

後
で
は
「
一　

ニ
ハ

」「
二　

ニ
ハ

」「
三　

ニ
ハ

」「
五　

ニ
ハ

」
と
あ
り
、「
ニ
ハ
」
が
正
し
い
。
西
本
願
寺
本
は
坂
東
本
の
訓
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。 

　
　
・「
直
為
弥
陀
弘
誓
重
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
九
頁
） 

小
経
隠
顕
の
御
自
釈
中
引
文
（
善
導
『
法
事
讃
』）
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
七
一
九
）
は
「
為　

モ
テ

二

弥
陀　

ノ

弘
誓
重　

レ
ル
ヲ

一

」、
存
如
授
与

本
（
五
四
四
）
は
「
為　

ヨ
テ

二

弥
陀　

ノ

弘
│

誓
重　

ニ
一

」、
善
如
延
書
本
（
五
〇
二
）
は
「
弥
陀
ノ
弘
誓
ノ
ヲ
モ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
」
で
あ
る
。
坂
東
本

（
五
二
〇
）
は
「
為　

ヨ
テ

二

弥
陀　

ノ

弘
誓
重　

レ
ル
ニ

一

」、
専
修
寺
本
（
五
六
六
）
は
「
為　

モ
テ

二

弥
陀　

ノ

弘
誓
重　

レ
ル
ヲ

一

」
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
は
「
為
」
の

右
訓
を
「
ヨ
テ
」
か
ら
「
モ
テ
」
に
、「
重
」
の
右
訓
を
「
レ
ル
ニ
」
か
ら
「
レ
ル
ヲ
」
に
改
め
て
い
る
。「
為
」（
ヨ
テ
・
ヨ
リ
テ
／

モ
テ
）・「
重
」（
カ
サ
ナ
レ
ル
ニ
・
カ
サ
ナ
レ
ル
ヲ
／
オ
モ
キ
）
の
訓
に
よ
っ
て
複
数
の
読
み
が
存
在
し
、
特
に
「
重
」
は
意
味
に
変

化
が
生
じ
る
相
異
で
あ
る（

37
）。 

　
　
・「
然
今
特
出
方
便
真
門
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
一
〇
頁
④
） 

三
願
転
入
の
文
で
あ
る
。「
特
」
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
七
五
七
）「
　ヒト

リ
特マ

サ
ニ

」、
存
如
授
与
本
（
五
五
二
）
は
「
特　

ト
ニ

」、
善
如
延
書

本
（
五
二
二
）
は
「
コ
ト
ニ
」
で
あ
る
。
坂
東
本
（
五
五
〇
）
は
「
　ヒト

リ
特コ

ト
ニ

」
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
は
坂
東
本
の
左
訓
を
有
し
つ
つ
、

右
訓
の
「
マ
サ
ニ
」
は
「
特
」
と
字
形
が
近
似
し
て
い
る
「
将
」
の
訓
み
と
な
っ
て
い
る
が（

38
）、
坂
東
本
は
本
文
の
訂
記
箇
所
で
あ
り
、
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専
修
寺
本
（
五
九
五
）
と
と
も
に
「
コ
ト
ニ
」
の
上
に
「
マ
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

　
　
・「
欲
遂
難
思
議
往
生
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
一
〇
頁
） 

三
願
転
入
の
文
で
あ
る
。「
欲
」
は
す
で
に
教
巻
で
検
討
し
て
お
り
、「
オ
ホ
ス
ナ
リ
」「
オ
モ
テ
ナ
リ
」「
オ
ホ
シ
テ
ナ
リ
」
な
ど
の

訓
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
西
本
願
寺
本
（
七
五
七
）・
存
如
授
与
本
（
五
五
二
）
は
「
欲　

ス

」
で
あ
る
が
、
善
如
延
書
本
は
「
オ
モ
フ
」

で
あ
る
。
坂
東
本
（
五
五
〇
）
の
右
訓
は
「
ス
」
を
「
オ
モ
フ
」
と
朱
で
訂
記
し
て
お
り
、
こ
の
読
み
を
伝
え
る
の
が
専
修
寺
本
（
五

九
六
）
の
「
欲オ

モ
フ

」
で
あ
る
。「
オ
ホ
ス
」
と
「
オ
モ
フ
」
の
二
種
の
読
み
は
、
坂
東
本
の
訂
記
に
関
わ
る
相
異
と
い
え
る
。 

〈
後
序
〉 

　
　
・「
諱
守
成
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
五
四
頁
） 

皇
帝
佐
渡
院
の
細
註
「
諱
」
に
つ
い
て
、
西
本
願
寺
本
（
九
一
八
）
で
は
右
訓
を
「
イ
ナ
ミ
」
と
す
る
。
太
上
天
皇
後
鳥
羽
院
の
細

註
「
諱
」（
九
一
六
）
の
左
訓
も
「
イ
ナ
ミ
」
で
あ
る
。
二
度
続
い
て
お
り
、
単
純
な
誤
記
と
言
い
難
い
状
況
が
あ
る
。 

　
　
・「
真
影
銘
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
五
四
頁
） 

西
本
願
寺
本
（
九
二
〇
）
は
「
　シヤ

ウ
ニ
ン

真
影エ

イ
ノ

　ノオ
ム
カ
タ
チ

　メイ銘メ
イ

シ
ル
シ
ナ
リ

」、
存
如
授
与
本
（
五
九
〇
）
は
「
真
影　

ノ

銘　
ハ

」、
善
如
延
書
本
（
五
九
九
）
は

「
真
影
ノ
銘
ハ
」
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
は
専
修
寺
本
（
七
二
九
）「
　シヤ

ウ
ニ
ン

真
影エ

イ
ノ

　ノオ
ム
カ
タ
チ

銘メ
イ

」
と
同
じ
く
送
り
仮
名
「
ハ
」
を
付
さ
な
い
。

一
方
、
坂
東
本
（
六
七
四
）
は
、「
真
影エ

イ
ノ

　メイ銘　
ニ

シ
ル
シ
ナ
リ

」
と
あ
る
が
、「
銘
」
の
右
訓
「
ハ
」
を
「
ニ
」
と
朱
で
訂
記
し
て
お
り
、
存
如
授
与

本
・
善
如
延
書
本
は
坂
東
本
訂
記
前
の
文
字
を
有
し
て
い
る
。 

　
　
・「
慶
哉
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
五
五
頁
） 

『教行信証』の書写と異同



西
本
願
寺
本
（
九
二
二
）
は
「
慶
哉

ヨ
ロ
コ
ハ
シ
イ
カ
ナ

」、
存
如
授
与
本
（
五
九
〇
）
は
「
慶
哉

ヨ
ロ
コ
ハ
シ
キ
カ
ナ
ヤ

」、
善
如
延
書
本
（
六
〇
〇
）
は
「
ヨ
ロ

コ
ハ
シ
キ
カ
ナ
」
で
あ
る
。
坂
東
本
（
六
七
七
）・
専
修
寺
本
（
七
三
一
）
は
「
慶
哉

ヨ
ロ
コ
ハ
シ
イ
カ
ナ

」
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
三
本
は
「
慶
」
を

「
ヨ
ロ
コ
ハ
シ
イ
」
と
読
む
。
た
だ
し
、
西
本
願
寺
本
は
「
慶
」
の
右
訓
「
キ
」
を
「
イ
」
と
上
書
き
し
た
上
で
右
傍
に
「
イ
」
と
訂

記
し
て
お
り
、
坂
東
本
あ
る
い
は
専
修
寺
本
の
情
報
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
　
・「
可
仰
信
敬
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
五
五
頁
） 

「
仰
」
に
つ
い
て
、
存
如
授
与
本
（
五
九
〇
）
は
「
仰　

テ

」、
善
如
延
書
本
（
六
〇
一
）
は
「
ア
フ
イ
テ
」
で
あ
る
が
、
西
本
願
寺
本

（
九
二
四
）
は
「
仰オ

サ
ヘ
テ

」
と
あ
る
。「
慶
哉
」
の
段
で
は
「
良　

ト
ニ

仰ア
ヲ
ク

」
と
あ
る
が
、
後
序
『
選
択
集
』
の
段
の
最
後
に
「
仍ヨ

ン
テ

　オサ
ヘ
抑　

テ

」
と
あ

り
、
西
本
願
寺
本
は
「
抑
」
の
訓
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 以
上
、
右
訓
に
関
す
る
校
異
で
は
、
特
に
六
字
釈
や
後
序
に
は
相
異
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、「
御
自
釈
」
全
体
の
数
か
ら
言
え
ば
、

相
異
数
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
そ
の
上
で
、
相
異
箇
所
に
お
け
る
坂
東
本
と
存
如
授
与
本
・
善
如
延
書
本
の
近
似
性
、
ま
た
は
西
本

願
寺
本
と
専
修
寺
本
の
近
似
性
は
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
全
て
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
諸
本
の
関
係
性
は
一
様
で
な
い
。

坂
東
本
の
訂
正
自
体
が
諸
本
に
影
響
し
て
お
り
、
そ
の
坂
東
本
を
基
準
と
し
て
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
諸
本
に
お
い
て
も
、
右
訓
の

相
異
が
あ
る
。
早
い
段
階
で
複
数
の
読
み
が
生
じ
て
お
り
、
訂
正
も
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
訓
読
は
あ
く
ま
で
書
写
者
に
よ
る
最

終
的
な
筆
記
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
右
訓
は
書
写
原
本
に
よ
る
読
み
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
諸
本
の
情
報
を
寄
せ
、
本
文
を
ど
う
音

読
・
訓
読
す
る
の
か
を
課
題
と
し
て
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
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七
、
諸
本
間
の
異
同
（
四
）　
延
書
 

最
後
に
漢
文
本
と
対
比
し
た
時
の
延
書
本
の
特
徴
と
し
て
、
文
言
の
不
在
、
訓
読
の
相
異
、
左
訓
で
の
訓
読
に
関
わ
る
三
点
を
検
討

す
る
。 

〈
文
言
の
不
在
〉 

　
　
・「
イ
ヒ
オ
ハ
ル
コ
ト
ハ
ナ
リ
」
(『
聖
典
全
書
』
二
巻
七
頁
) 

総
序
の
終
わ
り
「
矣
」
に
付
さ
れ
る
書
き
入
れ
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
一
〇
）・
存
如
授
与
本
（
三
九
〇
）
は
「
イ
ヒ
オ
ハ
ル
コ

ト
ハ
ナ
リ
」
と
あ
る
が
善
如
延
書
本
（
一
六
四
）
に
は
「
矣
」
に
あ
た
る
字
も
書
き
入
れ
も
な
い
。
坂
東
本
（
一
三
）
は
欠
失
し
て
お

り
、
専
修
寺
本
（
一
三
）
は
「
イ
ヒ
オ
ハ
ル
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
」
と
あ
る
。
中
山
寺
本
（『
善
本
叢
書
』
五
九
六
頁
）
に
も
こ
の
書
き
入
れ

は
な
い
。 

　
　
・「
破
衆
生
一
切
无
明
能
満
衆
生
一
切
志
願
」（『
聖
典
全
書
』
一
九
頁
） 

行
巻
・
称
名
破
満
釈
の
文
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
・
蓮
如
延
書
本
（『
原
典
版
』
一
八
〇
頁
③
）
と
も
に
「
无
明
ヲ
破
シ
　
ヨ
ク
衆

生
ノ
一
切
ノ
」
の
十
三
字
を
欠
く
。 

　
　
・「
煩
悩
冰
解
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
五
五
頁
） 

行
巻
・
一
乗
海
釈
の
文
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
二
四
六
）
は
「
煩
悩
ノ
」
が
な
く
、
蓮
如
延
書
本
は
「
煩
悩
」
と
右
傍
補
記
す

る
。 　

　
・「
仏
道
正
因
故
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
五
頁
） 

『教行信証』の書写と異同



信
巻
・
信
一
念
釈
（
一
念
転
釈
）
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
三
二
七
）
で
は
「
仏
道　

ノ

正
因　

ナ
ル
カ

故　
ニ

」
と
あ
り
、
存
如
授
与
本
（
四

六
〇
）
も
同
様
で
あ
る
が
、
善
如
延
書
本
（
三
一
七
）
は
「
仏
道
ノ
正
因
ナ
リ
」
と
あ
っ
て
、「
故
」
に
あ
た
る
読
み
が
な
い
。
中
井

玄
道
に
よ
れ
ば
、
存
覚
本
は
「
故
」
の
位
置
に
「
也
」
を
置
き
、「
故
」
を
次
の
「
論
註
曰
」
に
付
け
、
延
書
本
も
同
様
に
「
故
」
を

次
の
句
に
属
し
て
い
る
と
い
う（

39
）。
善
如
延
書
本
は
続
く
文
で
「
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
論
ノ
註
ニ
イ
ハ
ク
」
と
し
て
い
る
が
、
善
如
延
書
本
で

は
お
お
よ
そ
、「
故
」
を
「
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
」
と
読
む
傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
従
い
、
次
句
に
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

40
）。 

　
　
・「
悲
哉
愚
禿
鸞
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
〇
五
頁
） 

信
巻
・
悲
歎
結
釈
の
文
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
三
三
四
）
は
「
愚
禿
」
と
あ
り
「
鸞
」
が
な
い
。
こ
れ
は
専
修
寺
本
（
二
九
〇
）

と
共
通
す
る（

41
）。
な
お
、
坂
東
本
（
二
五
八
）
は
後
期
筆
跡
箇
所
で
あ
る
。 

　
　
・「
諱
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
五
三
頁
） 

後
序
の
文
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
五
九
八
）
は
「
後
鳥
羽
ノ
院
ト
号
ス
」「
土
御
門
ノ
院
ト
号
ス
」「
佐
渡
ノ
院
」
と
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
「
諱
尊
成
」「
諱
尊
仁
」「
諱
守
成
」
に
あ
た
る
文
字
が
な
い
。
な
お
、
同
じ
く
後
序
の
「
禅
定
博
陸
」
に
つ
い
て
、
善
如
延
書
本

（
六
〇
〇
）
の
細
註
は
「
月
輪
殿
法
名
圓
照
」
と
し
、
こ
ち
ら
は
「
兼
実
」
を
欠
い
て
い
る
。 

〈
訓
読
の
相
異
〉 

　
　
・「
顕
真
実
教
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
三
頁
） 

教
巻
・
六
句
嘆
釈
の
文
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
一
七
一
）
は
「
真
実
ノ
教
ヲ
顕
ス
ノ
」
と
す
る
。
漢
文
諸
本
（
西
本
願
寺
本
・
二

二
ほ
か
）
に
訓
点
は
な
い
が
、
専
修
寺
本
（
二
一
）
に
「
顕　ス
二

真
実
　　ヲ教　

ノ
一

」
と
あ
り
、
専
修
寺
本
左
傍
の
訓
点
と
一
致
す
る（

42
）。 

　
　
・「
无
到
光
明
土
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
四
九
頁
） 

行
巻
・
両
重
因
縁
の
文
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
二
三
四
）
で
は
「
イ
タ
リ
カ
タ
シ
」
と
あ
る
。
漢
文
諸
本
（
西
本
願
寺
本
・
一
五
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六
ほ
か
）
は
「
到
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
読
む
た
め
、「
无
」
を
漢
字
で
は
難
や
叵
に
あ
た
る
「
カ
タ
シ
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。 

　
　
・「
信
知
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
六
〇
頁
） 

行
巻
・
偈
前
序
説
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
一
九
九
）・
存
如
授
与
本
（
四
二
九
）
の
「
信
知　

シ
テ

」
に
対
し
、
善
如
延
書
本
（
二

五
三
）
は
「
シ
リ
テ
」
と
あ
る（

43
）。
漢
文
本
の
「
シ
テ
」
を
「
信
知
」
二
字
に
対
す
る
「
シ
リ
テ
」
の
略
と
し
て
判
断
し
て
延
書
さ
れ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。 

　
　
・「
入
正
定
聚
益
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
五
頁
） 

信
巻
・
現
生
十
益
の
文
で
あ
る
。
漢
文
諸
本
は
西
本
願
寺
本
（
三
二
五
）
の
よ
う
に
「
入　

ル
二

正
定
聚　

ニ
一

益
」
と
し
て
、
現
生
十
益
の
う

ち
唯
一
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
善
如
延
書
本
（
三
一
六
）
は
「
入
正
定
聚
益
」
と
、
表
記
の
統
一
性
を
重
視
し
て
い
る
。 

　
　
・「
云
無
過
念
仏
往
西
方
三
念
五
念
仏
来
迎
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
九
頁
） 

化
巻
・
小
経
隠
顕
の
文
で
あ
る
。
漢
文
本
（
西
本
願
寺
本
・
七
一
八
ほ
か
）
は
引
用
部
に
訓
点
は
な
い
が
、
善
如
延
書
本
（
五
〇

一
）
は
「
念
仏
シ
テ
西
方
ニ
ユ
ク
ニ
ス
キ
タ
ル
ハ
ナ
シ
　
三
念
五
念
マ
テ
モ
仏
来
迎
シ
タ
マ
フ
」
と
あ
り
、
読
み
下
し
て
い
る
。 

　
　
・「
人
我
自
覆
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
〇
九
頁
） 

化
巻
・
真
門
釈
結
示
の
文
で
あ
る
。
漢
文
本
は
坂
東
本
（
五
四
八
）
や
西
本
願
寺
本
（
七
五
五
）
に
「
自　

ノ
ツ
カ
ラ

」
と
あ
る
よ
う
に

「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
と
読
む
が
、
善
如
延
書
本
（
五
二
一
）
は
「
ミ
ツ
カ
ラ
」
と
し
て
お
り
、
意
味
が
変
化
す
る（

44
）。 

〈
左
訓
で
の
訓
読
〉 

　
　
・「
无
所
㝵
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
五
九
頁
） 

行
巻
・
一
乗
嘆
徳
の
文
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
一
九
五
）「
无　

キ
カ

三

所
二

㝵　
ル

一

」・
存
如
授
与
本
（
四
二
八
）「
无　

キ
カ

三

所
二

㝵サ

　ル
一

」
の
よ
う

に
漢
文
本
は
訓
点
を
付
す
が
、
善
如
延
書
本
（
二
五
二
）
は
「
所
㝵
ナ
キ

サ
フ
ル
ト
コ
ロ

」
と
書
き
下
さ
ず
左
訓
で
訓
読
を
示
し
て
い
る
。 
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・「
如
彼
名
義
欲
如
実
修
行
相
応
故
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
〇
頁
） 

信
巻
・
三
信
結
嘆
の
御
自
釈
中
引
文
（
天
親
『
浄
土
論
』）
で
あ
る
。
善
如
延
書
本
（
三
〇
八
）
で
は
、
左
訓
に
「
カ
ノ
ミ
ヤ
ウ
キ

ノ
コ
ト
ク
」、「
シ
チ
ノ
コ
ト
ク
シ
ユ
キ
ヤ
ウ
シ
サ
ウ
オ
ウ
セ
ム
ト
オ
モ
フ
カ
ユ
ヘ
ニ
ト
」
と
あ
る
。
御
自
釈
中
引
文
を
漢
文
の
ま
ま
写

し
つ
つ
、
左
訓
で
読
み
を
示
し
て
い
る
。 

　
　
・「
往
生
之
業
念
仏
為
本
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
五
四
頁
） 

後
序
に
示
さ
れ
た
『
選
択
集
』
標
宗
の
文
の
細
註
で
あ
る
。
漢
文
諸
本
は
白
文
で
あ
り
、
善
如
延
書
本
（
五
九
九
）
も
同
じ
く
書
き

下
し
て
い
な
い
が
、
左
訓
で
「
ワ
ウ
シ
ヤ
ウ
ノ
コ
フ
ニ
ハ
ネ
ム
フ
チ
ヲ
ホ
ン
ト
ス
ト
ナ
リ
」
と
読
み
を
示
し
て
い
る（

45
）。 

 以
上
、
延
書
本
で
は
、
漢
文
本
と
比
較
す
る
と
、
文
言
を
欠
く
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
漢
文
を
ど
う
読
み
、
延
書
化
す
る
か
し
な
い

か
が
、
延
書
本
特
有
の
課
題
と
し
て
あ
る
が
、
漢
文
本
と
延
書
本
が
同
じ
時
空
間
に
あ
る
場
合
、
二
種
の
文
が
併
存
す
る
状
態
に
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
重
視
し
て
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、「
故
」
の
よ
う
に
定
型
的
な
処
置
を
と
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
周
辺

諸
本
の
み
な
ら
ず
、
書
写
本
内
の
周
辺
状
況
に
応
じ
て
統
一
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

八
、
諸
文
併
存
の
意
味
 

本
研
究
で
は
、『
教
行
信
証
』「
御
自
釈
」
を
対
象
と
し
て
諸
本
間
の
異
同
に
着
目
し
、
い
か
な
る
相
異
が
生
じ
て
い
る
の
か
を
検
討

し
て
き
た
。
前
節
ま
で
に
、
西
本
願
寺
本
・
存
如
授
与
本
・
善
如
延
書
本
を
中
心
と
す
る
異
同
の
概
要
を
把
握
し
、
坂
東
本
・
専
修
寺

本
等
を
含
め
た
「
御
自
釈
」
に
お
け
る
諸
文
の
異
同
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

　
　
・
本
文
は
同
音
異
字
を
除
い
て
大
凡
一
致
し
て
い
る
が
、
右
訓
や
返
点
に
お
い
て
、
一
様
で
は
な
い
読
み
が
併
存
し
て
い
る
。 
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・
御
自
釈
中
引
文
に
関
し
て
は
、
白
文
、
字
音
の
み
、
訓
読
な
ど
の
複
数
の
示
し
方
が
あ
る
。 

　
　
・
一
つ
の
書
写
本
内
で
同
文
・
同
構
文
の
訓
読
に
関
す
る
統
一
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

異
同
の
理
由
と
し
て
は
、
諸
本
が
同
時
に
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
諸
本
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
諸
本
の
情
報
は
、
次
の
三
種
が
あ
っ
た
。
第
一
に
坂
東
本
由
来
の
情
報
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
坂
東
本
訂
正
前
と
訂
正
後
に
分

か
れ
て
い
る
。
善
如
延
書
本
は
前
者
、
西
本
願
寺
本
が
後
者
に
該
当
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
西
本
願
寺
本
が
坂
東
本
訂
記
前
の
情

報
を
有
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
第
二
に
同
時
代
に
存
在
し
て
い
た
他
本
で
あ
り
、
右
訓
・
左
訓
・
異
本
註
記
に
表
れ
て
い
る
。
西

本
願
寺
本
に
専
修
寺
本
の
情
報
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
、
存
如
授
与
本
と
善
如
延
書
本
あ
る
い
は
文
明
本
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
真
宗
聖
教
中
の
訓
読
文
と
延
書
文
の
関
連
も
見
ら
れ
、
善
如
延
書
本
と
覚
如
撰
述
中
の
訓
読
文
の
一
致
す
る
例
も
あ
っ

た
。
第
三
に
、
諸
本
ご
と
の
書
写
方
針
に
基
づ
く
要
素
が
あ
る
。
西
本
願
寺
本
が
保
存
す
る
坂
東
本
の
情
報
、
存
如
授
与
本
に
お
け
る

引
文
を
一
文
で
読
ま
せ
る
訓
読
法
、「
酬
報
大
悲
誓
願
」「
顕
因
縁
」
に
お
け
る
助
詞
「
ヲ
」
と
「
ニ
」
の
異
同
、
善
如
延
書
本
の
表
記

統
一
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
よ
っ
て
、
諸
本
間
に
お
い
て
、
坂
東
本
・
西
本
願
寺
本
・
専
修
寺
本
、
存
如
授
与
本

と
善
如
延
書
本
、
善
如
延
書
本
と
専
修
寺
本
、
存
如
授
与
本
と
文
明
本
、
存
如
授
与
本
と
蓮
如
延
書
本
、
善
如
延
書
本
と
中
山
寺
本
の

共
通
項
が
見
ら
れ
た
。
鎌
倉
三
本
を
中
心
と
し
、
坂
東
本
の
各
時
点
で
の
文
字
に
加
え
て
、
諸
本
情
報
の
参
照
、
書
写
方
針
に
よ
る
統

一
な
ど
が
行
わ
れ
、
諸
本
ご
と
の
重
層
的
な
関
連
性
が
生
じ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
を
承
け
て
、
こ
う
し
た
諸
文
併
存
の
意
味
や
背
景
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。『
教
行
信
証
』
は
、
親
鸞
自
筆
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
著
者
自
筆
原
本
が
不
在
で
あ
る
諸
作
品
と
比
べ
れ
ば
一
元
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
坂
東
本
自
身
の
成
立

過
程
に
お
い
て
訂
正
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
あ
る
時
点
で
他
者
が
書
写
す
る
こ
と
で
異
文
が
生
じ
て
き
た
。
書
写
本
成
立
時
の
周
辺
状
況

や
書
写
本
内
の
表
記
統
一
的
観
点
か
ら
さ
ら
に
異
文
が
生
じ
、
時
に
異
本
註
記
が
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
は
多
元
的
で
も
あ

る
。
従
来
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
坂
東
本
を
中
心
と
し
た
諸
本
系
統
と
は
別
に
、
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
が
複
数
の
本
を
参
照
し
て
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本
文
を
整
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
特
徴
が
現
れ
る
背
景
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
真
宗
聖
教
が
ど
の
よ
う
に

書
写
さ
れ
て
き
た
の
か
と
も
関
わ
る
事
項
で
あ
る
。
書
写
の
動
機
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、
奥
書
・
識
語
等
に
記
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、

『
教
行
信
証
』
諸
本
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
な
文
言
が
見
ら
れ
る
。 

　
・
尊
蓮
奥
書
　
　
「
文
義
字
訓
等
重
委
註
了
」（
暦
応
本
・
信
巻
本
奥
書
ほ
か
、『
善
本
叢
書
』
九
七
九
頁
） 

　
・
乗
専
奥
書
　
　
「
於
写
本
者
以
聖
人
真
秘
本
加
写
合
云
々
於
写
本
者
以
松
陰
助
阿
之
証
本
重
令
校
合
而
已
」（
同
右
） 

　
・
文
明
本
奥
書
　
「
雖
有
文
字
不
審
如
本
写
畢
」（
龍
谷
大
学
蔵
、『
同
』
九
七
七
頁
） 

　
・
正
応
版
本
跋
文
「
然
此
本
者
以
親
鸞
自
筆
御
本
令
校
合
令
成
印
板
者
庶
幾
後
生
勿
令
加
減
於
字
点
矣
」 

（
高
田
室
町
末
期
本
ほ
か
、『
善
本
叢
書
』
九
八
三
頁
） 

こ
れ
ら
か
ら
は
、
聖
教
の
一
字
一
字
、
訓
点
に
至
る
ま
で
を
丁
寧
に
書
写
・
移
点
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る（

46
）。
お
お
よ
そ
の
本

文
は
こ
う
し
て
厳
格
に
書
写
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
書
写
本
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
時
点
で
存
在
し
て
い
る
親
鸞
自
筆

本
を
中
心
と
す
る
何
ら
か
の
本
を
参
照
し
、
眼
前
に
異
文
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
尊
重
し
つ
つ
、
書
写
者
自
身
で
判
断
を
加
え

て
、
書
写
・
加
点
・
註
記
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
書
写
行
為
に
は
必
ず
誤
謬
が
伴
う
。
異
読
や
誤
謬
は
、
次
の
書
写
者
が
そ
の
ま
ま
写

す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
校
合
し
て
訂
正
す
る
こ
と
も
あ
り
、
異
本
情
報
と
し
て
本
文
に
付
随
す
る
書
き
入
れ
を
施
す
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
書
写
方
針
に
よ
っ
て
、
構
文
や
訓
読
の
統
一
が
行
わ
れ
、
あ
る
い
は
文
言
の
不
在
（
削
除
）
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に
 

『
教
行
信
証
』
は
親
鸞
在
世
中
よ
り
、
門
弟
に
よ
る
書
写
が
行
わ
れ
、
時
の
経
過
と
と
も
に
諸
本
は
増
加
し
、
散
逸
分
も
含
め
て
幾
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多
の
諸
本
が
存
在
し
て
い
た
。
異
文
や
異
読
の
発
生
に
は
、
書
写
行
為
に
必
ず
伴
う
誤
謬
の
み
な
ら
ず
、
書
写
者
の
訂
正
、
註
釈
や
解

釈
が
介
在
し
、
な
お
か
つ
書
写
者
自
身
に
よ
っ
て
音
訓
や
構
文
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
異
文
や
異
読
は
必
ず
し
も
否

定
・
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
書
写
と
い
う
営
為
の
中
で
考
証
さ
れ
、
何
ら
か
の
形
で
書
写
本
の
う
ち
に
保
持
さ
れ
た
。
親
鸞
自

身
の
言
葉
を
受
け
継
ぎ
、
他
の
要
素
の
影
響
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
「
御
自
釈
」
に
お
い
て
、
遡
れ
ば
親
鸞
自
筆
（
坂
東
本
）
に
行

き
着
く
で
あ
ろ
う
本
文
は
、「
諸
本
系
統
」
に
留
ま
ら
な
い
書
写
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、「
多
様
性
」
を
も
っ
て
伝
持
さ
れ
、
時
に
異
文

を
有
す
る
本
が
同
時
・
同
所
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
今
後
、
先
に
示
し
た
『
教
行
信
証
』
の
歴
史
的
展
開
や
、
引
用
や
註
釈
に
お
け

る
本
文
享
受
の
状
況
の
検
討
を
重
ね
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
具
体
的
な
読
者
の
営
為
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

現
代
に
生
き
る
我
々
は
、
所
蔵
者
や
研
究
者
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
公
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
諸
聖
教
・
史
資
料
の
原
本
や
複
製
な
ど
を
実

見
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
も
、
画
一
的
・
排
他
的
で
は
な
い
『
教
行
信
証
』
テ
ク
ス
ト
へ
の
対
し
方
が
受
け
継

が
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
書
写
と
い
う
営
為
が
諸
文
の
併
存
と
い
う
事
態
に
表
れ
て
い
る
こ
と
そ

の
も
の
が
、『
教
行
信
証
』
が
幾
多
の
人
々
に
読
ま
れ
て
き
た
歴
史
で
も
あ
る
こ
と
と
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
【
註
】 

（
1
）
赤
尾
栄
慶
・
宇
都
宮
啓
吾
監
修
・
執
筆
『
坂
東
本
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
角
点
の
研
究
』（
東
本
願
寺
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。 

（
2
）
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
三
四
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
二
〇
年
）
ほ
か
。 

（
3
）
近
年
、『
大
正
蔵
』
な
ど
近
代
成
立
大
蔵
経
の
成
立
（
校
正
）
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
図
録
『
近

代
の
大
蔵
経
と
浄
土
宗
』（
二
〇
一
四
年
）、
同
講
演
録
『
縮
刷
蔵
経
か
ら
大
正
蔵
経
へ
』（
二
〇
一
四
年
）、『
新
編
大
蔵
経
　
成
立
と
変
遷
』（
法
蔵
館
、

二
〇
二
〇
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。 

（
4
）『
西
方
指
南
抄
』
各
冊
奥
書
に
よ
る
親
鸞
の
書
写
・
校
合
の
年
時
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
三
巻
所
収
本
参
照
）。
な
お
上
本
・

中
本
は
奥
書
に
は
「
康
元
元
年
」
と
あ
る
が
、「
康
元
二
年
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

62
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上
本
（
康
元
二
年
正
月
二
日
・
写
）
　
　
上
末
（
康
永
元
年
十
月
十
三
日
・
写
）
　
　
上
末
（
康
元
二
年
正
月
一
日
・
校
） 

　
中
本
（
康
元
二
年
正
月
二
日
・
写
）
　
　
中
末
（
康
元
元
年
十
月
十
四
日
・
写
） 

　
下
本
（
康
元
元
年
十
月
三
十
日
・
写
）
　
下
末
（
康
元
元
年
十
一
月
八
日
・
写
） 

な
お
、『
西
方
指
南
抄
』
奥
書
の
年
時
に
つ
い
て
は
、『
西
方
指
南
抄
』
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
別
冊
）
の
新
光
晴
『「
西
方
指
南
抄
」
解
体
修
理
か
ら
の
新

事
実
』、
清
水
谷
正
尊
『「
西
方
指
南
抄
」
に
つ
い
て
』（
い
ず
れ
も
二
〇
一
三
年
、
同
朋
舎
）
に
詳
し
い
。 

（
5
）
例
え
ば
、「
　カナ必ひ
ち

　ラズ得と
く

　ワウ往わ
う

生じ
や
う

　ジヤ
ウ
ヲ
ウ
ル
ト
ナ
リ

」（『
聖
典
全
書
』
三
巻
八
六
四
頁
）
で
は
、
右
訓
で
字
音
を
表
記
し
、
左
訓
で
訓
読
を
示
す
。 

さ
ら
に
複
雑
な
も
の
と
し
て
は
、「
浄じ
よ
う

土ど

宗し
ゆ

　コヽ
ロ
意い

、
　 の

こ
ヽ
ろ

　モト
ハ
本ほ
ん　 も
と
は

　ボヌ
ブ
ノ

為ゐ　 た
め
な
り

二

　タメ
ナ
リ

凡ぼ
む

夫ぶ　 の
一

、
　カネ
テ
兼け
む　 は

　
ハ
シ
ヤ
為ゐ　 た

め
二

　ウニ
ン
聖し
や
う

人に
ん　 の　ノタ

メ
ナ
リ
ト

一

也や　 な
り

」（『
同
』
八
七
二
頁
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
は
、
字
音
、

訓
点
（
漢
文
と
し
て
の
訓
読
）、
左
訓
（
和
文
と
し
て
の
訓
読
）
は
異
な
る
行
為
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。 

（
6
）『
見
聞
集
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻
九
五
三
頁
、
親
鸞
六
十
三
歳
の
書
写
）、『
教
行
信
証
』
行
巻
（『
同
』
二
巻
三
九
頁
）、『
唯
信
鈔
文
意
』（『
同
』
二
巻

六
九
二
頁
上
段
、
康
元
二
年
正
月
二
十
七
日
本
）、『
西
方
指
南
抄
』
下
末
（『
同
』
三
巻
一
〇
三
九
頁
、
康
元
元
年
の
書
写
）。
な
お
、「
念
仏
大
意
」
は

『
和
語
灯
録
』
巻
（『
同
』
六
巻
四
六
二
〜
四
七
三
頁
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
7
）『
教
行
信
証
』
の
依
拠
本
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
、
佐
々
木
勇
「
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
引
用
「
日
蔵
経
」「
月
蔵
経
」
の
依
拠
本
に
つ
い
て
」（『
仏
教

史
学
研
究
』
五
七
│
一
、
二
〇
一
四
年
）、
藤
原
智
「『
教
行
信
証
』
の
引
用
文
に
つ
い
て
―
古
写
経
本
に
よ
る
再
検
討
―
」（『
近
現
代
『
教
行
信
証
』

研
究
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
紀
要
』
三
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

（
8
）
宮
崎
圓
遵
「
親
鸞
聖
人
書
誌
」（
著
作
集
第
六
巻
『
真
宗
書
誌
学
の
研
究
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。 

（
9
）
鳥
越
正
道
『
最
終
稿
本
　
教
行
信
証
の
復
元
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
七
年
）
一
八
四
頁
参
照
。
な
お
、
鳥
越
氏
は
「
正
信
念
仏
偈
」
を
御
自
釈
に
含

ま
な
い
が
、
本
研
究
で
は
諸
本
の
異
同
を
主
眼
に
置
く
た
め
、
親
鸞
自
作
の
文
と
し
て
検
討
対
象
に
加
え
た
。 

（
10
）
西
本
願
寺
本
の
書
誌
事
項
に
つ
い
て
は
、『
縮
刷
本
』
お
よ
び
同
書
所
収
の
解
説
を
参
照
し
た
。 

（
11
）
西
本
願
寺
本
で
は
、
朱
註
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
改
行
や
空
白
を
多
く
取
る
こ
と
で
、
諸
文
の
区
別
を
明
瞭
に
し
て
い
る
（
拙
論
「
西
本
願
寺
本
『
教

行
信
証
』
に
お
け
る
註
記
の
特
徴
に
つ
い
て
│
坂
東
本
と
の
比
較
か
ら
│
」（『
印
仏
研
』
六
二
│
一
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
）。
そ
の
他
、
坂
東
本
・
西

本
願
寺
本
・
専
修
寺
本
が
揃
っ
て
他
力
釈
や
三
一
問
答
前
の
空
白
が
あ
る
点
、
ま
た
後
序
が
新
た
な
丁
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
る
点
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。

書
写
本
ご
と
の
特
徴
と
と
も
に
諸
本
に
共
通
す
る
特
徴
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
「
御
自
釈
」
の
範
囲
を
定
め
る
た
め
に
大
い
に
参
考
と
な
る
。 

（
12
）
覚
如
に
よ
る
大
町
如
道
へ
の
『
教
行
信
証
』
伝
授
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
西
本
願
寺
本
『
教
行
信
証
』
の
特
色
に
つ
い
て
」（『
縮
刷

本
』
下
所
収
）
参
照
。
ま
た
、
書
式
な
ど
に
よ
っ
て
筆
者
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
研
究
に
田
中
真
「『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
西
本
願
寺
本
の
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筆
者
に
関
す
る
一
考
察
」（『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
一
四
、
二
〇
二
一
年
）
が
あ
る
。 

（
13
）『
聖
典
全
書
』
解
説
（
二
巻
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
奥
書
を
有
す
る
教
巻
と
化
身
土
巻
末
（
奥
書
の
み
）
が
存
如
筆
、
行
巻
と
真
仏
土
巻
が
蓮
如
筆
、
そ
の

他
の
巻
が
右
筆
の
書
写
と
さ
れ
る
。 

（
14
）
重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究
―
そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
―
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
）
三
六
六
頁
。 

（
15
）
翻
刻
に
お
い
て
は
、
同
一
の
校
異
番
号
に
対
し
て
複
数
の
校
異
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
校
異
番
号
の
数
と
筆
者
に

よ
る
概
算
数
は
一
致
し
な
い
。
こ
こ
に
示
し
た
概
算
数
は
あ
く
ま
で
も
校
異
内
容
ご
と
の
多
少
を
把
握
す
る
た
め
の
参
考
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た

い
。 

（
16
）『
聖
典
全
書
』
第
二
巻
「
宗
祖
篇
上
」
巻
末
の
付
録
「『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
返
点
校
異
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
17
）
中
井
玄
道
校
訂
『
教
行
信
証
附
録
』（
一
九
八
二
年
仏
教
児
童
博
物
館
刊
の
復
刻
版
を
用
い
た
）
五
三
頁
（
教
巻
一
頁
❹
）
で
は
、
縮
刷
蔵
経
の
「
箙
」

に
対
し
て
、
江
戸
期
刊
本
四
本
・
坂
東
本
・
西
本
願
寺
本
は
「
迴
」、
渋
谷
本
・
高
田
明
治
本
は
「
廻
」
を
示
し
、『
正
字
通
』
に
よ
っ
て
「
回
」
は
俗

に
「
迴
」「
廻
」
と
さ
れ
る
が
、「
迴
」
は
縮
刷
蔵
経
の
字
体
が
正
し
い
と
指
摘
し
て
い
る
。 

（
18
）『
聖
典
全
書
』
お
よ
び
『
原
典
版
』
で
確
認
で
き
る
同
音
異
字
の
校
異
例
に
、「
齊
／
齋
」、「
鸞
／
巒
」、「
嘱
／
属
」、「
辯
／
辨
」、「
慧
／
恵
」、「
邪
／

耶
」、「
蜜
／
密
」、「
歎
／
嘆
」、「
土
／
渡
」、「
照
／
昭
」
が
あ
る
。
ま
た
、
善
如
延
書
本
で
は
教
巻
冒
頭
「
案
」（『
原
典
版
』
一
六
七
頁
）
は
、『
原
典

版
』
上
段
の
漢
文
諸
本
は
西
本
願
寺
本
・
坂
東
本
・
存
如
授
与
本
が
「
按
」、
専
修
寺
本
が
「
案
」
で
あ
り
、「
按
／
案
」
も
こ
こ
に
加
え
ら
れ
る
。
な

お
、『
善
本
叢
書
』
の
翻
刻
「
付
校
合
」
に
お
い
て
校
註
で
は
、「
無
／
无
」「
回
／
廻
」「
即
／
則
」「
咲
／
笑
」「
歎
／
嘆
」「
廃
／
癈
」「
大
／
太
」

「
孝
／
考
」「
諸
／
緒
」「
制
／
製
」
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
も
同
音
異
字
ま
た
は
異
体
字
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
19
）
中
井
玄
道
前
掲
書
五
七
頁
（
行
巻
一
頁
❸
）
で
は
、
寛
文
本
が
「
実
」
で
あ
る
が
「
形
誤
」
と
判
断
し
て
い
る
。 

（
20
）
存
如
授
与
本
に
お
け
る
文
字
の
付
加
に
つ
い
て
は
、「『
教
行
信
証
』
テ
ク
ス
ト
論
―
そ
の
生
成
と
展
開
―
」（
博
士
論
文
、
龍
谷
大
学
、
二
〇
一
八
年
）

第
六
章
第
二
項
に
お
い
て
検
討
し
、
浄
興
寺
本
に
近
い
本
文
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。 

（
21
）
中
井
玄
道
前
掲
書
一
八
四
頁
（
化
土
巻
本
三
六
頁
❶
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
十
三
字
を
加
え
る
の
は
寛
永
本
・
正
保
本
・
明
暦
本
・
寛
文
本
・
渋
谷
本
の

江
戸
期
刊
本
で
あ
る
。
展
転
書
写
の
際
攙
入
し
た
と
い
い
、
古
来
、
諸
解
釈
が
加
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。 

（
22
）
重
見
一
行
前
掲
書
九
一
頁
参
照
。 

（
23
）
中
井
玄
道
前
掲
書
一
八
四
頁
（
化
土
巻
本
三
六
頁
❹
）
に
よ
れ
ば
天
文
延
書
本
に
も
な
し
。 

（
24
）
な
お
、
存
如
授
与
本
に
お
け
る
異
本
に
つ
い
て
は
、「『
教
行
信
証
』
テ
ク
ス
ト
論
―
そ
の
生
成
と
展
開
―
」（
博
士
論
文
、
龍
谷
大
学
、
二
〇
一
八
年
）

の
第
六
章
第
三
項
「
存
如
授
与
本
と
異
本
」
に
お
い
て
「
正
信
偈
」
の
六
例
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

『教行信証』の書写と異同
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（
25
）
な
お
、
行
巻
・
一
乗
嘆
徳
で
は
「
不
可
説
不
可
称
不
可
思
議
至
徳
」（『
同
』
二
巻
五
八
頁
）、
至
心
釈
で
は
「
不
可
思
議
不
可
称
不
可
説
至
徳
」（『
同
』

二
巻
八
〇
頁
）
と
あ
る
。 

（
26
）
中
井
玄
道
前
掲
書
九
三
頁
（
行
巻
九
四
頁
❶
）
に
よ
れ
ば
、
存
覚
本
は
「
如
来
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
法
身
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
点
じ
、
善
如
延

書
本
と
専
修
寺
本
の
中
間
的
な
訓
点
を
有
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。 

（
27
）
中
井
玄
道
前
掲
書
一
一
九
頁
（
信
巻
末
一
〇
頁
❸
）
に
よ
れ
ば
、
存
覚
本
は
「
生
ナ
ク
シ
テ
当
ニ
生
ヲ
受
ク
ベ
シ
」
と
点
じ
て
い
る
。 

（
28
）
中
井
玄
道
前
掲
書
一
一
九
頁
（
信
巻
末
一
〇
頁
❸
）
に
よ
れ
ば
、
存
覚
本
は
「
趣
ナ
ク
シ
テ
更
ニ
到
リ
趣
ク
ヘ
シ
」
と
点
じ
て
い
る
。 

（
29
）
中
井
玄
道
前
掲
書
一
八
五
頁
（
化
土
巻
四
二
頁
❶
）
で
は
、
寛
永
本
・
正
保
本
・
明
暦
本
・
寛
文
本
が
「
無
二
ノ
言
ニ
名
ク
ル
ナ
リ
」
と
点
じ
て
い
る

こ
と
に
つ
き
「
穏
か
な
ら
ず
」
と
注
意
し
て
い
る
。 

（
30
）
化
身
土
巻
・
観
経
隠
顕
に
多
く
、「
言
彰
者
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
八
七
頁
）
で
は
坂
東
本
（
四
八
八
）・
西
本
願
寺
本
（
六
七
七
）
は
「
ア
ラ
ハ
ス
」

の
左
訓
が
、「
依
彰
之
義
也
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
一
九
八
頁
）
で
は
坂
東
本
（
五
一
八
）・
西
本
願
寺
本
（
七
一
六
）
は
「
内
ニ
ア
ラ
ハ
ス
」
の
左
訓

が
あ
る
な
ど
、「
ア
ラ
ハ
ス
」
の
訓
が
見
ら
れ
る
。 

（
31
）
行
巻
大
行
釈
・
元
照
『
弥
陀
経
義
疏
』
の
「
彰
二

ア
ラ
ハ
ル
ト

於
四
字
一

」（『
聖
典
全
書
』
二
巻
四
四
頁
）、
戒
度
『
正
観
記
』
の
「
総　
ヘ
テ

彰　
ル

二

於
四
字　
ニ

一

」（『
同
』
二

巻
四
五
頁
）、
信
巻
真
仏
弟
子
釈
・
善
導
『
往
生
礼
讃
』
の
「
自
然　
ニ

彰ア
ラ
ワ
ル
ト

」（『
同
』
二
巻
一
〇
一
頁
）。 

（
32
）
註
１
、
一
七
八
頁
参
照
。 

（
33
）
註
１
、
一
七
八
頁
参
照
。 

（
34
）
註
１
、
一
七
八
頁
参
照
。 

（
35
）
中
井
玄
道
前
掲
書
九
六
頁
（
行
巻
一
一
四
頁
❺
）
に
よ
れ
ば
、
存
覚
本
は
「
仏
ノ
正
意
ニ
明
ナ
リ
」
と
あ
る
。
専
修
寺
本
や
善
如
延
書
本
に
見
ら
れ
る

「
正
意
ニ
」
と
、
坂
東
本
訂
正
前
の
「
明
ナ
リ
」
の
訓
を
有
し
て
い
る
。 

（
36
）「
ヲ
」
と
「
ニ
」
の
相
異
に
つ
い
て
、
当
箇
所
の
近
く
の
例
で
は
「
報
土
因
果
顕
誓
願
」
が
あ
る
。
中
井
玄
道
前
掲
書
九
六
頁
（
行
巻
一
一
三
頁
❶
）
で

は
、
明
暦
本
・
高
田
明
治
版
本
・
坂
東
本
・
西
本
願
意
本
・
存
如
本
が
「
誓
願
ニ
顕
ス
」
と
点
じ
、
寛
永
本
・
正
保
本
・
寛
文
本
・
渋
谷
本
・
延
書
本

は
「
誓
願
ヲ
顕
ス
」
と
点
じ
て
い
る
と
い
う
。 

（
37
）
中
井
玄
道
前
掲
書
一
八
五
頁
（
化
土
巻
本
四
一
頁
❶
）
で
は
、『
法
事
讃
』
の
本
文
が
「
タ
ヾ
弥
陀
弘
誓
ノ
重
キ
ガ
為
ニ
」
と
読
む
意
で
あ
り
、
寂
如
校

訂
本
が
「
重
キ
ガ
為
ニ
」、
智
暹
本
が
「
重
キ
ニ
為
テ
」
と
点
じ
て
い
る
と
い
う
。 

（
38
）
総
序
に
お
い
て
西
本
願
寺
本
（
八
）
の
「
特コ
ト
ニ

」
に
対
し
て
専
修
寺
本
（
一
一
）
で
「
将コ
ト
ニ

」
と
し
て
い
る
た
め
、
字
形
の
相
似
に
よ
る
誤
記
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。 
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（
39
）
中
井
玄
道
前
掲
書
一
一
八
頁
（
信
巻
末
六
頁
❷
）。 

（
40
）
特
に
延
書
本
に
お
い
て
は
、
御
自
釈
中
引
文
の
処
置
や
、「
者
」
を
「
ト
イ
フ
ハ
」、「
故
」
を
「
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
」
な
ど
と
書
き
下
す
こ
と
な
ど
に
特
徴

が
見
ら
れ
、
存
覚
あ
る
い
は
覚
如
が
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
延
書
化
に
あ
た
っ
て
の
規
則
性
や
定
型
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
41
）
中
井
玄
道
前
掲
書
一
二
五
頁
（
信
巻
末
二
九
頁
❺
）
に
よ
れ
ば
存
覚
本
に
も
「
鸞
」
が
な
い
。 

（
42
）『
聖
典
全
書
』
第
二
巻
付
録
の
「
返
点
校
異
」
参
照
。
ま
た
、
中
井
玄
道
前
掲
書
五
六
頁
（
教
巻
七
頁
❷
）
に
よ
れ
ば
、
渋
谷
本
・
智
暹
本
も
延
書
本
の

よ
う
に
点
じ
る
。 

（
43
）
本
書
の
用
例
と
し
て
は
、
行
巻
・
行
一
念
釈
（『
原
典
版
』
二
三
五
頁
）
の
三
例
は
「
信
知
ス
」「
信
知
シ
テ
」「
マ
コ
ト
ニ
シ
ン
ヌ
」、
信
巻
『
集
諸
経

礼
懺
儀
』（『
原
典
版
』
二
八
五
頁
）
の
二
例
は
「
信
知
シ
」「
信
知
シ
テ
」
で
あ
る
。 

（
44
）
延
書
本
に
お
い
て
「
自
」
を
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
と
読
む
例
に
つ
い
て
、
中
井
玄
道
前
掲
書
六
五
頁
（
行
巻
二
二
頁
❽
）
で
は
、『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
「
若

人
念
我
称
名
自
帰
」
の
「
自
」
を
挙
げ
、
論
の
当
分
は
「
ミ
ヅ
カ
ラ
で
あ
る
が
、
自
然
の
義
を
あ
ら
わ
す
た
め
「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
と
し
た
こ
と
を
指
摘

し
つ
つ
、
延
書
本
が
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
西
本
願
寺
本
（
七
五
五
）
に
は
同
頁
最
終
行
に
「
自ミ
ツ
カ
ラ

」
と
あ
る
。 

（
45
）
行
巻
『
選
択
集
』
引
用
で
は
、
善
如
本
（
二
三
二
）
は
「
往
生
ノ
業コ
フ

ニ
ハ
念
仏
ヲ
本
ト
ス
」
と
あ
る
。
西
本
願
寺
本
（
一
五
三
）、
存
如
授
与
本
（
六

一
）、
お
よ
び
坂
東
本
（
一
一
三
）、
専
修
寺
本
（
一
二
一
）
も
同
様
の
読
み
で
あ
っ
て
、
後
序
に
お
け
る
善
如
延
書
本
左
訓
に
通
じ
る
。 

（
46
）『
唯
信
鈔
文
意
』
願
得
寺
蔵
康
永
四
年
乗
専
書
写
本
の
実
悟
筆
と
思
わ
れ
る
裏
表
紙
裏
貼
紙
に
は
「
コ
ノ
文
ヲ
ウ
ツ
サ
ン
ヒ
ト
ハ
カ
ミ
ノ
カ
ス
／
行
ノ
カ

ス
コ
レ
ニ
タ
カ
フ
ヘ
カ
ラ
ス
　
タ
ト
ヒ
／
異
本
ア
リ
ト
イ
フ
ト
モ
　
コ
ノ
門
徒
ニ
／
ヲ
イ
テ
ハ
末
代
ニ
イ
タ
ル
マ
テ
一
字
ヲ
モ
／
ク
ハ
ヘ
ヲ
ト
ス
コ
ト

ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
あ
る
。
本
派
本
願
寺
宗
学
院
編
『
古
写
古
版
真
宗
聖
教
現
存
目
録
』
第
一
輯
（
興
教
書
院
、
一
九
三
七
年
）
一
三
〇
頁
参
照
。

『教行信証』の書写と異同


